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説

三
会
社
法
二
二
五
条
二
項
及
び
二
一

O
条
(
以
上
本
号
〉

f
k
 

第
三
節
大
陸
法

第

四

章

結

語

論

〔三〕

制
定
法
と
そ
の
適
用
例

現
在
、
殆
ん
ど
の
州
は
、
制
定
法
を
以
て
、
裁
判
所
が
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
き
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
こ
と

か
っ
、
裁
判
所
が
解
散
を
命
じ
う
る
場
合
を
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
現
在
の
各
州
の
制
定
法
の
具

を
認
め
、

体
的
規
定
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
、
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
く
会
社
の
強
制
解
散
に
つ
い
て
立
法
化
が
な
さ
れ
た
当

初
に
お
い
て
は
、
解
散
を
命
じ
う
る
場
合
を
特
定
ま
た
は
限
定
し
な
い
で
、
非
常
に
広
汎
か
つ
抽
象
的
な
規
定
を
置
い
て
い
る
に
過
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
を
附
言
し
て
お
こ
う
。

例
え
ば
、
最
初
の
立
法
例
で
あ
る
一
八
五
二
年
の
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
法
(
冨

g凹
-
F白当

n
y
・
8
〉
は
、

場
合
に
、
会
社
の
過
半
数
の
株
式
を
保
有
す
る
株
主
の
申
立
に
よ
り
二
八
七

O
年
の
ウ
エ
ス
ト
・
ヴ
7
1
ジ
ユ
ア
州
法
(
者
・
〈
同
・
ゎ
。
舟

「
十
分
な
理
由
」
が
あ
る
場
合
に
、
三
分
の
一
以
上
の
株
式
を
保
有
す
る
株
主
の
申
立
に
よ
り
、

「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
場
合
に
、
株
主
の
申
立
に
よ
り
、

「
相
当
な
理
由
」

が
あ
る

nr・
ωω

聞
印
吋
)
は
、

一
八
八
一
年
の

イ
リ
ノ
イ
州
法

(
E
-
m
2・
T
E
-
n
r・
ωN
抑

N
S
は、

一
九
一
九
年
の

ニュ

l

・
ハ
ン
プ
シ
ャ

i
州
法

(
Z
-
z・
円
、
白
老
口
町
M

・。
N
一

副

ωω)
は、

「
株
主
ま
た
は
債
権
者
の
権
利
の
保
護
の
た
め
に
会
社
の
清
算
を

合
理
的
に
必
要
と
せ
し
め
る
理
由
」
が
あ
る
場
合
に
、

四
分
の
一
以
上
の
株
式
を
保
有
す
る
株
主
の
申
立
に
よ
り
、
裁
判
所
は
会
社
の
解

散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
、

一
九
二
八
年
に
統
一
州
法
全
国
会
議
〈
Z
2
5
5
-
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打。ロ同
2
3
2
0同
h
o
g
s
-
a
Zロ
巾
同
由
。
ロ

C
E問。
H
H
H
H
ω
g
Z
F邸
宅
)
に
よ
り
出
さ
れ
た
最
初
の
模
範
事
業
会
社
法
五
一
条
が
、
解
散
を
命

一
九
三
三
年
の
イ
リ
ノ
イ
州
法
(
邑
・
河
2
・
E
2・
間
同
勾
・
∞
め
(
同
)
)
が
、
解
散
を
命
じ
う

じ
う
る
場
合
を
具
体
的
に
規
定
し
、

ま
た
、

る
場
合
と
し
て
の
会
社
運
営
の
行
き
詰
り
、
会
社
支
配
者
の
詐
欺
的
行
為
・
不
当
な
会
社
経
営
の
具
体
的
内
容
を
詳
細
に
規
定
し
た
の
を

契
機
と
し
て
、
多
く
の
州
が
、
裁
判
所
が
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
き
解
散
を
命
じ
う
る
場
合
を
具
体
的
か
つ
個
別
的
に
規
定
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
く
会
社
の
強
制
解
散
に
つ
い
て
の
立
法
化
は
、
判
例
法
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
少
数
株
主
の

訴
に
も
と
づ
い
て
裁
判
所
が
会
社
を
解
散
す
る
権
限
を
有
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
疑
い
が
も
た
れ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
は
、
株
主
の
利

益
保
護
の
一
方
法
と
し
て
の
解
散
判
決
制
度
の
必
要
性
を
認
め
、
裁
判
所
に
会
社
の
強
制
解
散
を
援
権
す
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な
意
義

を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
判
例
法
が
確
立
さ
れ
る
に
到
る
と
、
そ
れ
は
、
も
つ
ば
ら
、
判
例
を
通
じ
て
承
認
さ
れ
て
き
た
解
散

判
決
制
度
の
適
用
範
囲
を
確
認
し
、
裁
判
所
が
解
散
を
命
じ
う
る
場
合
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
強
制
解
散
に
つ
い
て

の
立
法
化
は
、
判
例
を
通
じ
て
承
認
さ
れ
て
き
た
、
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
解
散
を
命
ず
る
裁
判
所
の
衡
平
法
上
の
固
有
権
、

同

奪
う
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
制
定
法
の
規
定
す
る
場
合
が
解
散
を
認
め
う
る
唯
一
の
場
合
と
な
る
も
の
で
は
な

く
、
裁
判
所
が
訴
に
も
と
づ
き
、
そ
の
裁
量
に
よ
っ
て
解
散
を
命
ず
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
一
ヤ
ま
た
、
制
定
法
の
具
体
的

株主の解散判決請求権

適
用
に
お
い
て
も
、
訴
に
も
と
づ
き
解
散
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
は
最
終
的
に
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
、
裁
判
所
は
、
解
散
が

会
社
の
全
で
の
株
主
の
利
益
と
な
る
か
ど
う
か
、
を
究
極
の
判
断
基
準
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
)
。

(
1
〉
こ
の
イ
リ
ノ
イ
州
法
は
、
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
く
強
制
解
散
に
関
す
る
一
般
的
な
規
定
と
し
て
各
州
に
受
け
継
が
れ
、

五
二
年
の
模
範
事
業
会
社
法
九
O
条
の
規
定
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

(
2
)
V
B
o
z・
0
司・

2
f
s
c・【
U
E・円、.如何〈・白仲間》
-
g∞・

一
九
五

O
年
及
び
一
九 を
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(
3
)
 
国

S
E
E
P
8
-
n
F
L
O
円

u
a
c
g
-
F
-
M
N
2・
弘
司

-
E
?
の口一円同者住

C
R
U唱
自

L
P
E
5・
明
∞
尚
昆

司・

ω町
田
.

論

第(ー〉ニ

の
場
合
と
し
て

殆
ん
ど
の

チli
t主

以
下
に
お
い
て
、
各
州
制
定
法
の
具
体
的
規
定
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
、
そ
の
適
用
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

会
社
運
営
の
行
き
詰
り

会
社
の
運
営
が
行
き
詰
っ
て
い
る
場
合
に
関
す
る
規
定
を
設
け

(
い
わ
ゆ
る
骨
邑
-
o
n
F

2
2
z
g〉
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
行
き
詰
り
の
存
在
を
、
取
締
役
の
意
見
の
対
立
に
よ
り
生
じ
た
行
き
詰
り
と
、
株
主
の
意
見
の

対
立
に
よ
り
生
じ
た
行
き
詰
り
に
分
け
て
、
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
各
州
の
規
定
は
、
大
体
四
つ
の
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〆
t
、、「
会
社
の
議
決
権
株
式
が
二
つ
の
独
立
し
た
保
有
者
も
し
く
は
派
閥
に
分
裂
し
、
取
締
役
の
数
が
偶
数
で
、
か
っ
、
会
社
の
二
分
の
一

の
議
決
権
株
式
保
有
者
が
会
社
の
二
分
の
一
の
取
締
役
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
方
針
を
支
持
し
、
他
の
二
分
の
一
の
議
決
権
株
式
保
有
者
が

他
の
二
分
の
一
の
取
締
役
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
方
針
を
支
持
し
て
、
取
締
役
が
会
社
の
経
営
に
関
し
て
等
し
く
分
裂
し
た
場
合
、
ま
た
は
会

社
の
議
決
権
株
式
が
等
し
く
分
裂
し
、
取
締
役
の
数
が
奇
数
で
、
株
主
が
後
任
取
締
役
の
選
任
に
つ
い
て
合
意
し
え
な
い
か
議
決
す
る
こ

ま
ず
第
一
は
、

プ
ロ
リ
ダ
州
事
業
会
社
法
の
規
定

q
r・
E
2・
〉
ロ
ロ
・
聞
き
∞
-
N
∞
(
H
g
H
)

〉
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
、

と
が
で
き
ず
、
取
締
役
の
任
期
が
満
了
し
た
場
合
」
に
、
裁
判
所
は
、
株
主
の
会
社
の
強
制
解
散
の
申
立
を
認
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
規
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
取
締
役
の
行
き
詰
り
に
つ
い
て
は
、

ω
会
社
が
等
し
く
分
裂
し
た
偶
数
の
取
締
役
を
有
し
、

ω
二
つ
の
派
閥
に
分
裂

し
た
議
決
権
株
式
が
そ
れ
ぞ
れ
相
対
立
し
て
い
る
取
締
役
の
派
閥
の
方
針
を
支
持
し
て
、
取
締
役
が
会
社
の
経
営
に
関
し
て
分
裂
し
て
い

る
こ
と
、
株
主
の
行
き
詰
り
に
つ
い
て
は
、

ω
会
社
の
議
決
権
株
式
が
等
し
く
分
裂
し
、
川
w

取
締
役
が
奇
数
で
、
制

株
主
が
後
任

北法23(3・28)490
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• 
2 

• 

取
締
役
の
選
任
に
つ
い
て
合
意
し
え
な
い
か
議
決
し
え
ず
、
川
刊

取
締
役
の
任
期
が
満
了
し
て
い
る
こ
と
、
を
要
件
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
、
取
締
役
の
数
・
議
決
権
株
式
の
分
裂
の
割
合
を
特
定
す
る
立
法
形
式
は
、
行
き
詰
り
の
場
合
の
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
く
強
制

解
散
に
つ
い
て
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
で
最
初
に
立
法
化
し
た
一
八
七
六
年
及
び
一
八
九
六
年
の
ニ
ュ

l
・
ヨ
ー
ク
州
一
般
法
人
法
の
規
定

一
九
二
八
年
の
最
初
の
模
範
事
業
会
社
法
五
一
条
制
項
も
こ

フ
ロ
リ
ダ
州
法
の
ほ
か
若
干
の
州
に
み
ら
れ
て
い
る
。

(
Z・
J
F
「
曲
者
印

EJお
円
}
グ
主

N
W
5
8
n
y
-
g
S
に
す
で
に
み
ら
れ
、

の
立
法
形
式
に
よ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
現
在
、
こ
の
立
法
形
式
は
、

ω
第
二
は
、
一
九
五

O
年
に
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
の
会
社
法
委
員
会

2
0
B
E
g
s
。3
3
H
m
u
d
;ご
宮
〉

S
E
E

-
凶
日
〉
訟
O
己
主
芯
ロ
)
に
よ
り
出
さ
れ
た
模
範
事
業
会
社
法
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
模
範
事
業
会
社
法
は
、
当
初
取
締
役
の

行
き
詰
り
に
つ
い
て
の
み
規
定
し
て
い
た
が
、
一
九
五
二
年
に
株
主
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
つ
い
て
も
規
定
し
、
そ
の
九

O
条
(
一
九
六

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

九
年
改
正
法
九
七
条
)
は
、

「
裁
判
所
は
、
会
社
の
資
産
及
び
営
業
を
清
算
す
る
完
全
な
る
権
限
を
有
す
る
長

(a) 
(1) 
株
主
の
訴

も
と
づ

き

つ
ぎ
の
事
実
が
確
定
さ
れ
た
場
合
。

(斗

取
締
役
が
会
社
の
業
務
の
執
行
に
お
い
て
行
き
詰
り
、
株
主
が
そ
の
行
き
詰
り
を
打
開
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

た
め
に
会
社
に
対
し
回
復
し
え
な
い
損
害
が
生
じ
ま
た
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、

ω
株
主
が
議
決
権
の
行
使
に
お
い
て
行
き
詰
り
、
少
な
く
と
も
連
続
す
る
こ
回
の
年
次
総
会
の
日
を
含
む
期
間
、
任
期
が
満
了

か
っ
、
そ
の

株主の解散判決請求権

し
ま
た
は
後
任
者
の
選
任
に
よ
り
任
期
が
満
了
す
る
取
締
役
の
後
任
者
の
選
任
を
な
さ
な
か
っ
た
こ
と
。
」

」
の
模
範
事
業
会
社
法
の
規
定
は
、

ω
取
締
役
の
数
・
株
主
の
分
裂
の
割
合
を
特
定
し
て
い
な
い
こ
と
、

ω
取
締
役
の
行
き
詰
り

の
場
合
に
、
会
社
に
対
し
て
回
復
し
え
な
い
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
解
散
判
決
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
重
要
な
要
件
と
し
て
い
る

株
主
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
、

」
と
、
及
び

ω

一
定
期
間
行
き
詰
り
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
点
で

北法23(3・29)491



説

フ
ロ
リ
ダ
州
法
と
の
差
異
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
模
範
事
業
会
社
法
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
関
す
る
強
制
解
散
の
規
定
は
、

一
般
的
な
立
法
形
式
と
な
っ
て
い
る
r

論

そ
半
数
の
州
で
採
用
さ
れ
、

、.ノ…
加
第
三
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
及
び
ニ
ュ

l
・
ヨ

1
ク
州
法
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

会
社
法
(
の
と
・
円
U04・
。
。
舟
明
色
白

(ω
口
事
・
巴
窓
)
)
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
一
般

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
裁
判
所
は
、
株
主
(
少
な
く
と
も
六
カ
月
以
上
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
会
社
の
社
外
株
式
の
お
%
%
以
上
を
保
有
す
る
株
主
)
の

申
立
に
も
と
づ
き
、

つ
ぎ
の
各
号
の
一
以
上
の
理
由
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
は
、
会
社
の
強
制
的
清
算
ま
た
は
解
散
の
手
続

を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

)
 

私

μ(
 
会
社
が
等
し
く
分
裂
し
た
偶
数
の
取
締
役
を
有
し
て
、
取
締
役
が
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
合
意
し
あ
え
ず
、
そ
の
た
め
に
会
社
の

営
業
が
も
は
や
利
益
を
得
て
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
た
は
会
社
の
財
産
お
よ
び
営
業
が
失
わ
れ
損
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と。

例
会
社
の
議
決
権
株
式
の
保
有
者
が
派
閥
に
分
裂
し
、
奇
数
か
ら
な
る
取
締
役
の
選
任
に
つ
い
て
合
意
し
え
な
い
か
議
決
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
。

(d) 

株
主
の
意
見
が
一
致
せ
ず
ニ
以
上
の
派
閥
に
行
き
詰
り
、
会
社
の
営
業
が
も
は
や
株
主
の
利
益
に
運
営
し
え
な
い
こ
と
。
」

つ
ぎ
に
、

一ュ

l
・
ヨ

l
ク
州
法
は
、

一
九
六
三
年
の
改
正
前

(
Z・
J

へ・

0
2・
F
曲

者

抑

H
8
2
5
8
)
に
は
、

ω

会
社
の
株
主
の
議
決
権
株
式
が
分
裂
し
、
取
締
役
を
選
任
し
え

会
社
が
そ
の

業
務
の
執
行
に
つ
き
等
し
く
分
裂
し
た
偶
数
の
取
締
役
を
有
す
る
、

ω

会
社
の
定
款
が
取
締
役
の
行
為
の
た
め
の
決
議
ま
た
は
取
締
役
選
任
の
た
め
の
株
主
の
決
議
に
つ
き
、
法
定
以
上
に
要
件
を

な
い
、

ω

加
重
し
、
取
締
役
が
会
社
の
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
分
裂
し
取
締
役
の
行
為
に
必
要
な
議
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
株
主
の
議
決

権
株
式
が
分
裂
し
て
取
締
役
の
選
任
に
必
要
な
議
決
数
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
、
株
主
は
会
社
の
解
散

お
よ

北法23(3・30)492



. ' 

• 

の
申
立
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
が
、
新
ニ
ュ

1
・ョ

l
ク
州
事
業
会
社
法
(
Z・
J

円
・
回

5
・
n
。G
-
F
S司
抑

HH宮

(
5
8
)
)

で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

取
締
役
の
選
任
に
お
い
て
議
決
す
る
権
利
を
有
す
る
全
社
外
株
式
の
二
分
の
一
の
保
有
者
は
、

つ
ぎ
の
各
号
の
一
以
上
を
理
由

と
し「
'"( (a) 
解
散
の
申
立
を
な
す

と
カミ

で
き
る。

会
社
の
業
務
の
執
行
に
関
し
、
取
締
役
が
分
裂
し
、
取
締
役
会
の
行
為
に
必
要
な
議
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

。，uω
株
主
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、
二
以
上
の
派
閥
に
分
裂
し
、
解
散
が
株
主
に
と
り
利
益
と
な
る
こ
と
。

判
定
款
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
の
取
締
役
の
選
任
に
お
い
て
議
決
す
る
権
利
を
有
す
る
株
式
の
保
有
者
は
、
株
主
が
分
裂

し
、
少
な
く
と
も
連
続
す
る
二
回
の
年
次
総
会
の
日
を
含
む
期
間
、
任
期
が
満
了
し
た
ま
た
は
後
任
者
の
選
任
お
よ
び
資
格
取
得
に
よ
り

株
主
が
分
裂
し
、
取
締
役
の
選
任
に
必
要
な
議
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

任
期
が
満
了
す
る
取
締
役
の
後
任
者
の
選
任
を
な
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
解
散
の
申
立
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
」

後
の
ニ
ュ

l
・
ヨ

l
ク
州
法
は
、

ω

取
締
役
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
会
社
に
損
害

{斗

取
締
役
の
数
を
特
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
及
び

ω

が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
の
点
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
と
若
干
の
差
異
が
み
ら
れ
る
が
、
両
州
は
、
と
も

に、

ωの
フ
ロ
リ
ダ
州
法
と

ωの
模
範
事
業
会
社
法
の
複
合
形
式
と
し
て
、
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
き
強
制
解
散
が
認
め
ら
れ
る
行
き
詰

り
の
要
件
を
最
も
詳
細
か
つ
個
別
的
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
複
合
立
法
形
式
は
、
他
の
若
干
の
州
に
も
み
ら
れ
る
)
。

同
第
四
は
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
行
き
詰
り
の
要
件
を
余
り
特
定
せ
ず
、
一
般
的
な
規
定
の
仕
方
を
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
一
般
会
社
法
(
阿
見
・
〉
ロ
ロ
・

ω雷
同
・
抑
自
民
N

(

呂
ωω
〉
)
の
「
取
締
役
ま
た
は
株
主
が
会
社
の
業
務

株主の解散判決請求権

の
執
行
に
お
い
て
行
き
詰
り
、
そ
の
結
果
、
会
社
に
回
復
し
え
な
い
損
害
が
生
じ
ま
た
は
生
ず
る
で
あ
ろ
う
」
場
合
、

メ
イ
ン
州
一
般
会

社
法
〈
宮
内
・
岡
山

2
・
E
2・抑

H
E
(
n
X
5
2
)
)
の
「
会
社
が
そ
の
運
営
に
お
い
て
行
き
詰
っ
て
レ
る
」
場
合
、
及
び
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
事

北法23(3・31)493



説

業
会
社
法
(
宮
百
ロ
・

2
己
・
〉
ロ
ロ
・
抑
品
。
(
品

)
(
H
8
3〉
の
「
株
主
の
意
見
が
一
致
せ
ず
二
以
上
の
派
閥
に
行
き
詰
り
、
会
社
の
営
業
が

に
株
主
は
解
散
の
申
立
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
す
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

論一

も
は
や
株
主
の
利
益
に
運
営
し
え
な
い
」
場
合
、

(
1
)

同司
-
m
2・
g
ぇ
・
〉
ロ
ロ
・
帥

Mコ
・
印
吋
O(N)
公
安
田
〉
引

O
E白・

2
白神・〉ロロ・

5
・
5
閉
-
L
S
(品)〈一
u
g
)
山宮。・

HN2・
ω
g同
-nv・印
ω

竺
ロ
ム
(
〉
〉
(
回
〉

(
3
2
)
引
O
Z
C
M
N
2・
。
。
母
〉
E
・
師
二
2
・2
(〉
)
(
s
c
u
m
s
-
但
し
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
法
は
、
申
立
株
主
の
株
式
保

有
数
に
制
限
を
設
け
、
議
決
権
株
の
五

O
%以
上
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
法
は
、
一
定
の
保
有
期
間
を
併
せ
て
要
求
し
、
社
外
株
の
一

O
W
A、
六
カ
月
以
上

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ハ
イ
オ
州
法
は
、
若
干
表
現
を
変
え
、
「
会
社
が
業
務
の
執
行
に
お
い
て
行
き
詰
っ
た
偶
数
の
取
締
役
を
有
し
、
株
主
が
そ

の
行
き
詰
り
を
打
開
し
え
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
会
社
が
奇
数
の
取
締
役
を
有
し
、
株
主
が
議
決
概
行
使
に
お
い
て
行
き
詰
り
、
後
任
者
の
選
任
に
よ

り
任
期
が
満
了
す
る
取
締
役
の
後
任
者
の
選
任
に
つ
い
て
合
意
し
え
な
い
か
議
決
し
え
な
い
場
合
」
と
規
定
す
る
。

な
お
、
以
前
に
こ
の
立
法
形
式
に
よ
っ
て
い
た
も
の
と
し
て
、

F
F
H
N
2・
ω宮
戸
間
一
同
日
日
(
〉
)
(
6
C
U
N
e
u
Z・』・

ω
g
F
〉
E
・
E
・-ム

竺

ωl-
印(]∞
ω∞
)
U
巧
g
v・
察
当
・
。
a
o
聞

Nω
・念・口
ω
O
(品〉

(
-
8
3

(
2
)

こ
の
場
合
に
、
裁
判
所
に
よ
る
会
社
の
資
産
及
び
業
務
を
清
算
す
る
手
続
が
完
了
し
た
後
は
、
裁
判
所
は
、
会
社
を
解
散
せ
し
め
る
判
決
を
下
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

z
a
o
-
回
目
・
。
。
一
号
・
〉
円
同
問

-
s
c
u
m
U
)
.

〈
3
)

全
く
向
じ
規
定
を
置
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、
匡
g
g
将
兵
・
申
-o
・g
・2
0
2
)
(
-
8
8
引
E
-
m
2・
呼
込
-
n
r・
ωN
抑
}
可
・

8
公
γ

〈一)(叫
)
(
-
8
3
u
冨
日
・
切
g
・
(UD弓
・
〉
口
同
副
∞
吋

(
ω
γ
(
一〉

(ω)(
呂田
ω
)
U
冨
D口件
-
m
2・
(uaω
〉
ロ
ロ
・
即
日
lNNUO(巴
入
一

)(ω)〈呂田吋〉
u

zor・∞
5
・
。
日
司
・
〉
円
同
抑
回
目
。

γ
(印
)
(
円
〉
(
一

8
6
u
z
-
U・円
u
g
?
の
O
L
O

明
石
l
N
7
5
(
-
γ

公
〉
(
円
)
(
一

8
3
u
z
-
Z・
ω
g
?
〉出口・

抑印一

INU--m(krγ

公
)
(
ω
)
(円
)
(
呂
田
∞
)
U
0
5・
HN2・
ω
g
?
副
司
・
巴
印
公
)
・

(ω
〉
(
〉
)
(
の
)
(
石
田
]
)
引

ω・
U-
∞
5
・
。
。
門
司
・
〉
円
陣
蜘
回
一

(
-
Y
(印
)
(
円
)
(
石
田
印
)
引
巧
g
y
-
M
N
2・
。
色
。
抑

Nω
〉
-M∞・コ
C

(

-

)

"

(

釦
)
(
内
)
(
呂
田
吋
〉
引
巧
2
・
ω
5・
〉
ロ
ロ
・
間
一
∞
口
・
ヨ
(
一

γ

(
凶〉

(
-
)
(
品
)
(
石
田
印
)
一
日
谷
∞
5
・の
o
e
〉
円
件
闘

U
N
(白
γ
(
-
)
(
ω
〉(一回目
N)
引
巧
uB-
∞
2
・門
UDHP
〉
nH
帥
∞
∞
(
印
)
・
(
一

)
(
ω
)
c
s
c
-

若
干
表
現
を
変
え
て
い
る
も
の
と
し
て
、

Z
・。
-
c
g・
ω
g
F
即
日
i-M印
公
)
噂
(
一
〉
(
同
)
〈
一
回
印
印
)
引

Z
・』・

ω
g同
-KFロロ・閉
-AKF
二
Ml吋(俗)・

(
『
〉
(
円
〉
(
一
∞
∞
∞
)
・
前
州
は
、
取
締
役
の
行
き
詰
り
の
た
め
に
、
「
会
社
の
営
業
が
も
は
や
全
て
の
株
主
の
利
益
に
運
営
し
え
な
い
こ
と
」
、
後
州

は
、
「
会
社
の
営
業
が
も
は
や
債
権
者
お
よ
び
株
主
の
最
上
の
利
益
の
た
め
に
運
営
し
え
な
い
こ
と
」
と
規
定
す
る
。
そ
の
他
。

玄民間・

0
3・

cd〈〉
E
-
n
F
呂
田
切
乞
∞
〈

5
・
C
)
(
N
)
(
一8
3
山一
F
F
同N
2・
史
民
竺

M
二
会
(
〉
γ
(品
〉
(
印
)
(
一
回
目
。
〉

U(リ
0
5・
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e】

.' 

。
g
-
ω
g同
・
〉
ロ
ロ
・
竺

O口
(
ω
γ
(
N〉
(
仲
)
公
c
c
u
m
-
〉
・
取
締
役
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
、
会
社
に
対
し
て
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
要
件

と
し
て
い
な
い
。
な
お
、
ま
た
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
法
は
、
株
主
の
行
き
詰
り
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
年
次
総
会
で
後
任
者
の
選
任
を
な
さ
な
か
っ
た

こ
と
で
足
り
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
ツ
州
法
は
、
申
立
株
主
は
議
決
権
株
の
四

O
%以
上
の
保
有
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ル
イ
ジ

ア
ナ
州
法
は
、
申
立
株
主
は
社
外
株
の
二

O
%以
上
を
保
有
し
、
か
つ
六
カ
月
以
上
継
続
し
て
株
主
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。

〉
長
・
回
5
(リ
D
H
P
K
F
n
仲
間
由
口
(
〉
)
入
一
)

(

ω

〉
会
出
回
目
〉

UHgω
即
日
・
。

3
・
〉
n

ニ
2
3・
(
釦
〉
(
口
〉
・
(
石
印

U)U5・
。

ao
〉ロロ・

竺

ω・
了
宏

(
m
y
C
)
(
ω
)
(
一g
e
M
M凶
・
。
・
∞
g-
《

U
O
門
司
・
〉
口
件
闘

-N-
一印公〉・

c
y
(
M
)
(
ω
)
(一回目
N)
・
株
主
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
つ
い
て
、

「
株
主
が
議
決
権
行
使
に
お
い
て
行
き
詰
り
、
会
社
に
対
し
回
復
し
え
な
い
損
害
が
生
じ
ま
た
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
」
と
す
る
。

。。一
0
・岡山
2
・
忠
弘
・
〉
ロ
ロ
・
聞

ω一iω
品
lHω(N〉
(
-
8
3
・
株
主
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
、
夏
に
、
「
会
社
ま
た
は
株
主
に
対
し
回
復
し
え
な
い
損

害
が
生
じ
ま
た
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
」
を
要
件
と
し
て
加
え
て
い
る
。

k
m
-
即日・
(
U
0
6
・
〉
円
仲
間
百
(
曲
〉

(
C
公白山田
)
U
Z
0
・
m
2・
ω
g仲・申
ω印一・品∞印

(
-
Y
C
)
(
ω
)
(
-
8
3
Lょ・

ω仲白骨・〉
E
-
吾・

5

抑

NgNi--O吋
(
〉
〉
(
品
)
(
-
8
3
・
吋
自
・
回
世
5
・。
aMY
〉
n
骨白円件・〕
1

・0
印
聞

P
(
c
c
u
m
-
)
前
三
州
は
、
取
締
役
の
行
き
詰
り
に
つ
い
て
の
み

採
用
し
、
株
主
の
行
き
詰
り
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
な
い
。
テ
キ
サ
ス
州
法
は
、
株
主
の
行
き
詰
り
に
つ
い
て
の
み
採
用
し
、
取
締
役
の
行
き
詰
り

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
。

〈
4
)

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
と
同
じ
規
定
の
仕
方
を
す
る
も
の
と
し
て
、
関
g
-
g
%・
〉
ロ
ロ
・
ミ
ム
B
ω
(
一
〉
(
同
)
(
呂
田
吋
)
〈
但
し
、
カ
リ
フ
オ
ル
-
一
ア

州
法
の
仙
相
当
規
定
を
含
ま
ず
、
ま
た
、
申
立
株
主
の
資
格
を
制
限
し
て
い
な
い
〉
。
ニ
ュ

l

・ヨ
i
ク
州
法
と
同
じ
規
定
の
仕
方
を
す
る
も
の
と
し

て
、
宮
仏
・
の
&
。
〉

5
・
明
吋
回
〉
・

(ω
〉
(
一
)
(
叫
)
・

(r〉
(
一
〉
(
一
回
目
。
(
但
し
、
ニ
ュ

l

・ヨ

l
F
州
法
の
助
相
当
規
定
を
含
ま
な
い
)
。

同株主の解散判決請求権

右
の
よ
う
に
、
大
体
四
つ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
う
る
が
、
こ
れ
ら
の
類
型
に
共
通
し
て
、

一
般
的
に
、
各
州
の
制
定
法
は
、
強
制
解
散

が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
行
き
詰
り
が
存
在
す
る
に
は
、

(1) 

会
社
の
取
締
役
或
い
は
株
主
の
意
見
が
対
立
し
て
、
業
務
の
執
行
、
取
締
役
の
選
任
な
ど
の
会
社
の
行
為
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
及
び
、

(2) 

そ
の
た
め
に
会
社
或
い
は
株
主
に
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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こ
の
う
ち
、

ωの
要
件
と
し
て
、

会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
数
の
相
対
立
す
る
取
締
役
に
分
裂
し
て

一説

フ
ロ
リ
ダ
州
法
の
よ
う
に
、
制

い
る
こ
と
、
及
び
(
或
い
は
)
、
刷
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
議
決
権
を
有
す
る
相
対
立
す
る
株
主
に
円
分
裂
し
て
い
る
こ
と
、

刷
、
川
仰
の
要
件
の
前
提
と
し
て
、
例
会
社
の
取
締
役
の
数
が
偶
数
で
あ
る
こ
と
或
い
は
奇
数
で
あ
る
こ
と
、
を
必
要
と
し
て
い
る
州
に

お
い
て
は
、
取
締
役
・
株
主
の
分
裂
の
割
合
、
取
締
役
の
数
が
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
重
要
な
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

及
び
、

論、

そ
し
て
、
取
締
役
及
び
株
主
が
等
し
く
分
裂
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
取
締
役
の
方
は
等
し
く
分
裂
し
て

お
ら
ず
、
株
主
が
分
裂
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
、
制
定
法
の
適
用
は
な
い
と
さ
い
勺
ま
た
、
取
締
役
或
い
は
株
主
の
等
し
い
分
裂

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
お
い
て
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
定
款
・
附
属
定
款
で
取
締
役
会
の
決
議
・
株
主

総
会
の
決
議
に
つ
い
て
法
定
以
上
に
要
件
を
加
重
し
た
た
め
に
、
行
き
詰
り
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
、
取
締
役
・
株
主
の
分
裂
の
割
合

を
特
定
し
て
い
る
州
で
は
、
制
定
法
の
適
用
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
足
。
同
じ
よ
う
に
、
取
締
役
が
等
し
く
分
裂
し
て
い
る
こ
と

の
前
提
と
し
て
、
会
社
の
取
締
役
の
数
が
偶
数
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
で
、
取
締
役
は
奇
数
で
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
の
一
人
は
実
質
的
に
会
社
の
経
営
に
関
与
し
て
お
ら
ず
、
単
な
る
飽
偏
(
舌
B
ロ
u
U
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
も
、
制
定
法
の
適
用
は
な

い
と
さ
い
勺
ま
た
取
締
役
の
欠
員
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
偶
数
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
も
、
制
定
法
の
適
用
は
否
定
的
で
あ
旬
。

こ
の
よ
う
に
、
取
締
役
・
株
主
の
分
裂
の
割
合
、
取
締
役
の
数
を
特
定
し
て
い
る
州
で
は
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
明
確
と
な
る

が
、
他
面
で
は
、
制
定
法
が
定
め
た
分
裂
の
割
合
、
取
締
役
の
数
は
存
し
な
い
が
、
会
社
の
運
営
が
行
き
詰
っ
て
業
務
の
執
行
が
停
止
し

て
い
る
場
合
、
特
に
、
取
締
役
会
の
決
議
・
株
主
総
会
の
決
議
に
つ
い
て
要
件
が
法
定
以
上
に
加
重
さ
れ
て
い
る
た
め
に
行
き
詰
り
が
生

じ
た
場
合
、
を
全
く
解
散
判
決
制
度
の
適
用
範
囲
か
ら
排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
か
ら
、

一
般
的
に
、
取
締
役

或
い
は
株
主
の
分
裂
に
よ
り
取
締
役
或
い
は
株
主
の
行
為
に
必
要
な
議
決
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
、
行
き
詰
り
が
存
在
す
る
も
の
と
す
る

よ
り
弾
力
的
で
現
実
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
れ
「
も
っ
と
も
、
分
裂
の
割
合
を
特
定
し
て
い
な
い
州
に
お

立
法
形
式
が
、
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a・

• 

い
て
も
、
株
主
が
会
社
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
意
見
が
対
立
し
て
い
る
だ
け
で
は
解
散
が
認
め
ら
れ
る
に
十
分
で
は
な
く
、
取
締
役
選
任

の
試
み
或
い
は
取
締
役
会
の
決
議
の
成
立
が
失
敗
に
帰
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
新
し
い
取
締
役
を
選
任
す

る
な
ど
し
て
行
き
詰
り
を
打
開
し
う
る
場
合
、
或
い
は
、
行
き
詰
り
に
よ
る
会
社
の
機
能
の
停
止
が
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
場
合
、

に
は
解
散
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

取
締
役
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
、
会

つ
ぎ
に
、

ωの
要
件
と
し
て
、
多
く
の
州
は
、
模
範
事
業
会
社
法
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
制

社
に
対
す
る
回
復
し
え
な
い
損
害
の
発
生
ま
た
は
損
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
の
証
明
を
要
す
る
と
し
、

で
は
、
会
社
に
対
す
る
損
害
の
発
生
に
換
え
て
、
川
開

ま
た
、
幾
つ
か
の
州

取
締
役
或
い
は
株
主
の
分
裂
に
よ
り
、
会
社
の
営
業
が
株
主
の
利
益
に
運
営
し
え

の
証
明
を
要
求
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
要
件
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
の
具
体
的
適
用
に
お
け
る
主
た
る
争
点
は
、
会
社
が
行
き
詰
り
に
よ
り
利
益
を
得
て
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
支
払
不
能
に
陥
い
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
行
き
詰
り
が
会
社
の
存
在
日
的
の
達
成
を
不
能
に
せ

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
或
い
は
解
散
が
株
主
の
利
益
と
な
る
こ
と
、

同

に
あ
る
。
そ
し
て
、
例
の
要
件
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
比
較
的
弾
力
的
な
適
用
を
し

て
、
取
締
役
の
分
裂
と
そ
れ
に
よ
る
会
社
運
営
の
行
き
詰
り
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
は
、
会
社
に
対
す
る
回
復

し
え
な
い
損
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
、
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
、
支
払
不
能

し
め
る
程
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、

株主の解散判決請求権

に
陥
い
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
会
社
に
対
し
て
回
復
し
え
な
い
損
害
が
生
じ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
と
し
て
、
取
締
役
の
分
裂
を

理
由
と
す
る
解
散
の
申
立
を
棄
却
し
て
い
る
判
例
が
あ
る
。

他
方
、
似
の
株
主
の
利
益
に
運
営
し
え
な
い
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
州
で
は
、
必
ず
し
も
、
取
締
役
或
い
は
株
主
分
裂
が
、
会
社

が
利
益
を
得
て
運
営
す
る
こ
と
を
不
可
能
と
し
、
会
社
を
財
政
的
な
破
滅
に
導
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
要
し
な
い
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
、
裁
判
所
が
会
社
を
解
散
す
る
終
局
判
決
を
な
す
に
は
「
解
散
が
株
主
に
利
益
と
な
り
公
益
を
害
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
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一説

明
ら
か
な
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
、
旧
ニ
ュ

l
・
ヨ

i
ク
州
一
般
会
社
法
一
一
七
条
の
適
用
に
関
す
る
一
連
の

判
例
で
は
、
他
の
株
主
を
会
社
か
ら
排
斥
す
る
目
的
で
解
散
を
求
め
た
場
一
側
、
原
告
の
家
族
、
が
経
営
し
て
い
る
、
当
該
会
社
と
競
業
関
係

に
あ
る
会
社
に
利
益
を
与
え
る
目
的
で
解
散
を
求
め
た
場
仇
ゲ
ど
、
原
告
株
主
の
個
人
的
利
益
を
追
及
す
る
た
め
に
訴
が
な
さ
れ
た
場
合

論一

に
、
い
わ
ゆ
る

=nHgロ
官
ロ
円
日
仏

0
2
5
5
=
を
適
用
し
、
解
散
が
株
主
に
利
益
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
解
散
の
申
立
を
棄
却

し
、
ま
た
、
株
主
が
等
し
く
分
裂
し
、
取
締
役
を
選
任
し
え
な
い
た
め
に
会
社
の
業
務
の
執
行
が
停
止
し
て
い
る
と
し
て
も
、
解
散
が
株

主
に
利
益
と
な
る
こ
と
の
証
明
が
な
い
と
し
可
更
に
、
取
締
役
及
び
株
主
に
分
裂
が
生
じ
て
い
て
も
、
会
社
の
営
業
が
利
益
を
得
て
運

営
さ
れ
て
い
る
限
一
円
、
或
い
は
、
分
裂
が
会
社
の
業
務
の
執
行
を
妨
げ
、
会
社
の
存
在
目
的
の
達
成
を
不
可
能
に
せ
し
め
る
程
の
も
の
で

な
い
限

h
L
解
散
が
株
主
に
利
益
と
な
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
解
散
の
申
立
を
棄
却
し
て
い
る
も
の
が
あ
お

こ
れ
に
対
し
て
、
会
社
に
対
す
る
損
害
の
発
生
或
い
は
解
散
が
株
主
に
利
益
と
な
る
こ
と
、
を
特
に
要
件
と
し
て
規
定
し
て
い
な
い
州

で
は
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
て
き
た
、
或
い
は
、
会
社
が
ま
だ
支
払
不
能
に
陥
い
る
お
そ
れ
が
な
い
、
と
い
う
事
実
の
み
で
は

解
散
の
申
立
を
棄
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
お
け
、
こ
れ
ら
の
州
で
は
、
株
主
の
解
散
請
求
が
容
易
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る。
(
1
)

な
お
、
比
較
的
少
数
の
株
式
保
有
者
に
解
散
請
求
権
を
認
め
て
い
な
い
州
で
は
、
実
質
的
に
分
裂
の
割
合
を
特
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
(
∞

《

UR，、F
R
Y
-
G唱・

nF昨よ一∞
m・0N
〔一〕司・日品一山由ロ・一品一)。

(
2
〉
取
締
役
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
つ
い
て
フ
ロ
リ
ダ
形
式
を
と
っ
て
い
た
旧
マ
サ
チ
ュ
セ
ツ
ツ
州
法
の
規
定
に
関
し
、
。
8

T
・。
8
F
N
B
冨盟国・

印ω
?
一吋
0
2・H
W
-

合
印
公
8
0〉
・
こ
の
判
決
で
は
、
更
に
、
会
社
は
ま
だ
将
来
性
が
あ
る
こ
と
、
及
び
行
き
詰
り
を
打
開
す
る
方
法
が
な
か
っ
た
こ

と
の
証
明
が
な
さ
れ
て
な
い
こ
と
も
理
由
と
し
て
い
る
。

(
3
〉

N
0・ロ
g
f
8・
n
w
f
明

白

-NU
司
-Nω
プ
∞
C
4
F
R
Y
-
8・
n伊丹・・帥一∞
m
・0N
〔一〕刷
y

玄
g
u
E
2
5・
0
ロ
の
D
円安

E
t
o
g
〈
N
a
-
-
uコ〉・

竺
∞
ロ
唱
-mω
吋
・
制
定
法
で
こ
の
点
を
明
示
す
る
も
の
と
し
て
、

Z-
。・

0
8・
2
m
?
閉山印
l
一N印
公
)
〈
N
)
(
-
8
3
・
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伺

(
4
)
U
S同
4
・
E
-一
切
5
・〈
UP
一品

0
2・
』
・
開
A
-

念品・

2
〉
-
M
仏
吋
竺

(
-
2
3
u
Hロ
Hom，
o
r
H
S
E
S
-
-
印
印
忌
w
R
-
m
g
-
M∞
-
z・
J

円・

ω・
-
会

(一∞

ω印〉

u
p
t
2
8
0同
盟
昆

F
-芯
玄

宮

-
g
hア
S

Z・J
円・

ω・
同
《
凶
品
(
一
回

ω回
〉
・
な
お
、
最
後
に
あ
げ
た
判
例
は
、
三
人
の
取
締
役
中
二
人
が
そ

れ
ぞ
れ
会
社
の
二
分
の
一
の
株
式
を
所
有
し
て
相
対
立
し
て
お
り
、
他
の
一
人
の
取
締
役
は
単
な
る
傍
備
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
解
散
を
求
め
た
事
案

で
あ
る
が
、
控
訴
審
で
は
、
そ
の
三
人
目
の
取
締
役
、
が
現
実
に
取
締
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
そ
れ
と
も
健
備
に
す
ぎ
ず
取
締
役
は
二

人
で
あ
る
か
に
つ
い
て
更
に
審
理
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
原
審
に
差
戻
し
て
い
る

Q
包
〉
宅

-
U
2・
-OA--

コ
z
・
J

『・

ω
-
M
仏

-ONO〉。

(
5
)
F
3
F広
島
町
r
L∞品

Z
・
J

円・

ω・
3ω(-UNC〉
引
〉
事
-FnaFOロ
え
の
由
巳
同
広
仏

F
C
o
p
g
F
nよ
印
白

Z
-
d「・

ω-Nι
ご
吋
(
一
∞
品
目
)
・

(
6〉
∞
の
号
広
nr・
8
・

aア
竺
∞
∞
・
0

N

C

〉目
y

三
日
・
こ
と
に
、
行
き
詰
り
が
一
定
期
間
(
連
続
す
る
二
回
の
年
次
総
会
を
含
む
期
間
〉
継
続
し
て

い
れ
ば
解
散
事
由
と
な
る
と
す
る
立
法
形
式
は
、
最
も
明
確
で
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
阿
曽
白
色
白
・

8
・

2
7
E

C-
。
E
-
F・岡山
2
・
ω仲
間

yam-

(
7〉
取
締
役
を
選
任
し
え
な
か
っ
た
こ
と
の
証
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
解
散
の
申
立
を
棄
却
し
た
判
例
と
し
て
、
〉
3
F呉
5
s
a
F
g
i

内V
E
-
-
∞
ω
F
R
R・∞
g
w
m
-
Z・
J

『・

ω・
町
三
今
回
全
)
引
〉
沼
》
Z
S位
。
口
氏
。
巴
】
関
正
仏

-
o
C
D
F
g
F
n
-
-
g
z・
J

円・

ω・
M
L
=
吋
(
-
∞
品
目
〉

U

〉宮》
]HnmHFD白
D同同
νZO件同
v
g
ロ
n
r
h
w
U
5
の自問
y・
5gHmn-
同
内
田
コ

ω・一∞
N
Z・
J

円・

ω・
N仏
品
包

(
-
8
3
・

(
8
)
新
株
の
発
行
に
よ
っ
て
取
締
役
選
任
に
つ
い
て
の
株
主
の
分
裂
を
打
開
し
う
る
こ
と
を
理
由
に
解
散
の
申
立
を
棄
却
し
た
判
例
と
し
て
、

F
p
t
l

Z
S
D
h
君
主

E
2・
8

z
・
J

円・

ω-Nι
∞
ω
(芯品∞
)UH白
河
〉
包
白
骨
o
E
t
a
-
8
2・
J

『・

ω・
二
回

ω
(
-
E
e
-
現
在
の
行
き
詰
り
の
事
実

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
行
き
詰
り
が
永
続
的
に
打
開
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
し
、
永
続
的
に
打
開
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
更
に
審
理
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
判
例
と
し
て
、

F
H
O
U
E
S仏
p
a
D司
5
2件
。

RHy--日

Z
・
巧
・

N《
凶
吋
凹
∞
(
宮
古
ロ
・
呂
田

0
・

そ
し
て
、
解
散
が
認
め
ら
れ
た
判
例
に
お
い
て
は
、
行
き
詰
り
に
よ
り
株
主
総
会
・
取
締
役
会
な
ど
が
関
か
れ
ず
、
会
社
の
機
能
の
停
止
が
長
期
に

わ
た
っ
て
い
る
事
案
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
。

-
m
J
F
E
-
8
0問
。
。
-
z
E
i
u
gロ
の

p
-
ω
Z・』・

ω∞
N・
3
〉・

Nι

一
包
(
一
回
会
〉

U
T
E

EavoH岡市
H
E
Z
g
b
n
o
-
-
N
8
5ロロ・印
ωデ
ミ

Z-
巧・

N《凶品
N品
(
一
回
印
一
)
・

(
9
〉
国
防
昆

-
B
〈

-
F邑
-
B
L
g
z
o
-
-
5口
L
ω
N
ω
・
巧

-
N
L
回
全
会
白
山
口
〉
・
更
に
、

ω
g
a
〈

-
p
o
g
g
F
r
o
g同
3
9
N
a
室
田
・
一
戸

コ
Z
・
巧
-

N

仏
ω包
〈
一
回
目
)
で
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
最
高
裁
判
所
は
、
少
な
く
と
も
会
社
の
財
政
的
利
益
を
問
題
と
す
る
限
り
、
解
散
が
株
主

に
利
益
と
な
る
か
ど
う
か
は
解
散
請
求
を
認
め
る
た
め
の
基
準
と
し
て
関
係
が
な
い
と
し
て
い
る
(
え
・
一
回
勾
当
防
・
問
、

.HN2・印
O
C
。

F
E
r
-
E
回
目
ロ
仏
円
五
百
四
H
8げ
の

0・
4
・
句
。
同
件
。
g
H
Z
S
F仲間
Z
c
m吋
品
目
回
。
0・・

ωωOH一
-
-
〉
署

-
N一
白
"
吋
O
Z
-
開
-
M
L
吋
ω吋
(
-
2
e
L
o
h
F
a
oロ

株主の解数判決請求権

(
問
〉

司修
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説

〈

-
Z
W
E
E
-
z
a唱
曲

h
y
(
V
O
-
-
M
-
u
p冊・印
2
・
ω品
∞
句
-
N
《凶回

(
-
8
3
・
前
の
判
例
は
、
会
社
に
対
し
て
回
復
し
え
な
い
損
害
が
生
じ
て
い
る
こ

と
の
証
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
解
散
の
申
立
を
棄
却
し
、
後
の
判
例
で
は
、
会
社
の
機
能
が
完
全
に
停
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
全
て
の
株
主

が
利
益
配
当
の
支
払
を
受
け
て
い
る
と
の
事
実
を
挙
げ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
会
社
を
ゴ

1
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
l
ン
と
し
て
維
持
す
べ
き
公
益
が
存

し
、
解
散
が
株
主
に
利
益
と
な
る
場
合
と
い
え
ず
、
原
告
に
対
す
る
救
済
は
、
原
告
に
株
式
の
買
取
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
に
よ
る
べ
き
と
し
て
い

る。

(
け
)
同
ロ
円
。
出
a
z門間同りユ
a
r
a白
血

v
n
o
-
-
N
8
7向ルロロ・印
ω
?
ミ
z
・
4ミ・ム
N品
(
-
S
#〉
・
取
締
役
及
び
株
主
が
等
し
く
分
裂
し
て
株
主
の
利
益
に

会
社
を
継
続
す
る
こ
と
を
不
可
能
と
し
て
い
る
限
り
解
散
の
請
求
は
認
め
ら
れ
、
会
社
が
支
払
不
能
に
陥
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
解
散
請
求
が
認
め
ら

れ
る
た
め
の
基
準
と
し
て
関
係
し
な
い
と
述
べ
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
て
き
た
事
実
を
解
散
の
申
立
を
棄
却
す
る
理
由
と
し
て
い
な
い
。

な
お
、
新
ノ
!
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
事
業
会
社
法
が
、
会
社
に
対
す
る
回
復
し
え
な
い
損
害
の
発
生
と
い
う
規
定
の
仕
方
を
せ
ず
、
「
会
社
の
営
業

が
も
は
や
全
て
の
株
主
の
利
益
に
運
営
し
え
な
い
こ
と
」
と
規
定
し
た
の
は
、
ま
だ
支
払
能
力
が
あ
る
い
わ
ゆ
る
ゴ

l
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
l
ン
の
会
社

に
対
し
て
も
、
裁
判
所
に
解
散
を
命
ず
る
権
限
を
与
え
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
〈
Z
o
F
ω
N
Z・
。
・
「
同
N
2・
8
?
a
u
l

ω
品。
(
-
U
印与一))。

(
刊
は
)
新
法
で
は
、
そ
の
一
一
一
一
条
刷
項
が
、
裁
判
所
が
そ
の
裁
量
に
よ
り
会
社
を
解
散
す
る
判
決
を
下
す
場
合
に
、
次
の
基
準
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
、
そ
の

ω号
で
、
「
取
締
役
ま
た
は
株
主
の
申
立
て
た
特
別
手
続
に
お
い
て
は
、
株
主
に
対
す
る
解
散
の
利
益
が
最
も
重
要
で
あ
る
」
と

規
定
し
て
い
る
。

(
日
)
〉
同
》
同
L
f
g
E
Cロ
え
の
S
E
E
D
-
N吋
印
〉
℃
司
・
ロ
2
・
N
2
・
8

2
・J
ヘ・

ω
-
N
L
g品
(S4U)
・

(川門
)
H
E
B
盟
国
D
Z
Z
S
o
h
o命
言
自
丹
何
回
同
日
-
E
n
-
-
-
u
〉問者
-
U
F〈
-
N
《回目白∞

-
M
ω
U
Z・J
円

ω
-
N
L
吋
O
ω
(
-
8
3
・

(
日
)
同
ロ
ヨ

Z
D
H
Zロ
hrω
門司
g
a
L
P
F
n
J
一ω吋
Z
・J
円・

ω
-
N
品
N
S
(
-
8
3
・
ω自
己
8
・
F
S
H
M
M『
B
r
a
z
z
g
m自
由
。
。
0・・

N山
田
口
口
-ANU

(
Z
・J
ヘ・一∞∞
ω
〉・

(叩山〉

F
H
o
m
g仏
O
B
h
w
z
a島
南
町
同
ロ
円
よ

ω口吋

Z
・J
円
・
ァ

-
-
u
z・肘
-
N
品
目
包
ハ

-
g
c
u
F
Z
ω
E
E
E
E
C胃
E
江
口
問
。
0・・

ωO吋
Z
・ペ・

品。ァ

-M
一
Z
・何・

M
《回目白
ω
(
一U
E
)
U
〉同省
z
s
t
oロ
え
の
g
E
B
0・
2
司
自
・
伊
信
回
一
回
0・
F
E
C
g
H問
。
宮
口
四
一
月
除
。
0・
・
吉
宮
町
n・
印
∞
ア

-
N
吋
Z
.
J同・

ω
-
E∞
(
石
二
)
・

同
ロ
同
町
〉
仏
国
MFE-mcrgH
の
O門司ニ

-
N
7岳民・

N
《同

ω印印
w

一吋
N
Z・J
円・

ω・日
ι
U印
N
(一回印∞)・

論

(
行
)
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• 

(二1

(
同
)
こ
れ
ら
ニ
ュ

l
・ヨ

l
p
州
の
一
連
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
一

ω
〉
-
r
H
F
N
ι
-
N匂
l
一N
g
h
H
L
o
g
-
吋

Z
・J
ヘ
-
C・
F-
同
2
・
8
D
一

(一回印日
)
U
Z
D
F
N
U
Z・J
円
-
C・
F
-
M
N
2・
玉
虫
〈
一
回
目
品
)
山
一
zcg-
印口。。一
E
H
Y
H
t
m
2・
-
C
口〈一

8
0〉
u

、ヨロ
m
-
p
o
u
-
n
F了間》同
y

誌
で
一
四
一

参
照
。な
お
、
会
社
の
営
業
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
て
い
る
限
り
解
散
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
す
る
ニ
ュ

l

・ヨ
l
ク
州
の
原
則
は
、
次
第
に
修

正
さ
れ
公
開
J

〉

3
-
5
5ロ『
O
H
0
5
0一呂
S

D
『同リロ一件。ロ
14司
g
E口問
g
ロ
の
門
司
?
ω
g
n・
2

N
戸
一
回
一

Z
・J
円・

ω
二
品
一
吋
…
-PRJι

S
S
M
-
w
N
〉
宅
・
ロ
Z-
同
仏
∞
∞
ア
一
可

Z
・J
へ・

ω・
日
仏
∞
2
2
8
8
ア〉間以》
]FEEDロ
丘
町
宮
2
H
V
E
R
y
h
v
U
5
(
U
O
G
-
-
S
豆一円・

N
仏
コ

ω・

5
N
Z・J
ヘ・

ω・
N
《凶ム印巴(一回目白
)U
〉
宅
-Mgzoロ
C
同
〈
mano
〉
g
ロ凶叩
5
8件
。
D同ア
ω
N
F向
日
包
コ

ω
-
N
N
N
Z・J
円・

ω・
包
∞
∞
U
(
一田町一)〉、

新
法
の
一
一
一
一
条
刷
項
削
号
は
、
「
解
散
は
、
会
社
の
営
業
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
て
き
た
ま
た
は
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
定
さ
γ

れ
た
こ

と
を
理
由
と
す
る
の
み
で
は
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
、
こ
の
原
則
を
立
法
を
以
て
変
更
し
て
い
る
。

(
円
〉
こ
の
点
に
つ
い
て
、
旧
ニ
ュ

l

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
法
に
関
す
る
一
連
の
判
例
が
あ
り
、
取
締
役
及
び
株
主
が
等
し
く
分
裂
し
そ
れ
が
会
社
の
営
業
・

業
務
の
執
行
を
妨
げ
て
い
る
か
ど
う
か
、
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
、
会
社
が
財
政
的
に
損
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
解
散
を
認
め
る
基
準
と
し

て
要
求
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
司
a
E
S
え
の
ロ
ロ
g
守
口
S
口
。
。
ょ

ω
Z・』・

ω毛
2ω
∞
N
-
g
〉・

N
ι
-
印
U
C
E
U
)
U
如
何
内
。
吋
v
g
g
n
-
H
R
-

〈

-
P
8
8ロ
l
z
g
野
口
ロ
凹
君
主
吋
F
E
E
D
-
-
U
Z・』
-
F
Z
さ

L
ム
〉
・

M
L
U
Z
今回目口〉

UHロ
H
O
T
g阿国間』
S
自
己
〉
自
〆
一
日

2
・』・

ω右
耳
目
∞
・
∞
ω
〉・

N円四

ω∞
(
一
∞
印
一
)
二
W
R
r
〈

-
m
gロ
m
O
5・
5

Z
・』
-
M
2
・
二

ω
〉・

N内回目
g
C
8
3
・

な
お
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
て
き
た
ま
た
は
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
の
み
で
は
解
散
の
申
立
を
棄
却
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
、
を
立
法
で
明
示
す
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
註
(
問
)
の
新
ニ
ュ

l

・ヨ

l
ク
州
法
の
ほ
か
に
、

ω・
。
・
回
5
・
。
。
号
・
〉
nH
抑一日・

5

(
『
〉
(
呂
田
N)U
冨
0・
m
2・
ω
g
?
間一

0
4
(
一回目一)山田
r
p
g・。
g
-
F国
語
〉
ロ
ロ
-ny--
印
四
回
抑
出
国
(
『
)
(
一
回
ωN)
・

株主の解散判決請求権

と
こ
ろ
で
、
株
主
或
い
は
取
締
役
の
意
見
の
対
立
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
会
社
経
営
の
行
き
詰
り
を
理
由
に
解
散
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
多
く
は
、
会
社
が
少
数
の
株
主
か
ら
な
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
関
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
が
、
株
主
と
し
て
の
利
益
を
保
護
し
救
済
を
与
え
る
方
法
と
し
て
特
に
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
(
作
の
=
一
)
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
時
、
閉
鎖
的
な
株
式
会
社
の
特
質
を
考
慮
し
、
こ
の
よ
う
な
会

北法23(3・39)501



説

社
の
株
主
の
特
殊
な
地
位
に
も
と
づ
く
要
求
に
対
処
し
た
特
別
の
規
定
を
個
々
的
に
設
け
る
州
が
い
く
つ
か
現
わ
れ
、
ま
た
、
ご
く
最
近
、

若
干
の
州
で
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
つ
い
て
、
特
別
規
定
を
章
ま
た
は
節
に
一
括
し
て
設
け
る
と
い
う
新
し
い
立
法
形
式
が
現
わ
れ
て
い

ur
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
州
に
お
い
て
は
、
行
き
詰
り
の
場
合
の
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
く
強
制
解
散
に
つ
い
て
、
閉
鎖
的
株
式
会
社

の
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特
別
の
規
定
を
設
け
て
い
た
り
、
主
と
し
て
閉
鎖
的
な
株
式
会
社
の
場
合
を
対
象
に
し
て
、
裁
判
所
に
会
社

の
た
め
の
保
管
者
〈

2
伯
仲
。
全
曲
己
、
或
い
は
、
仮
取
締
役
な

g
i
a
o
E
T
F
2
Sる
の
任
命
権
を
与
え
る
規
定
を
設
け
て
い
る
の
で
、
以

論

下
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
紹
介
す
る
。

ω
ま
ず
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特
別
の
規
定
を
設
け
て
い
る
も
の
と
し
て
、

ブ
ロ
リ
ダ
州
事
業
会
社
法

「
裁
判
所
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
場
合
に
、
閉
鎖
的
株
式
会
お
げ
株
主
の
強
制
解
散
を
求
め
る
申
立
を
認
容
し
、
会
社

(明日間・

ω
g
?
〉
ロ
ロ
・
闘
。
。
∞
・
0]5吋
(
H
ゆ
出
)
)
は
、

の
た
め
に
財
産
管
理
人
も
し
く
は
受
託
者
を
任
命
し
て
、
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

取
締
役
が
会
社
の
業
務
の
執
行
に
お
い
て
行
き
詰
り
、
株
主
が
そ
の
行
き
詰
り
を
打
開
し
え
な
い
か
、

株
主
が
議
決
権
行
使
に
お
い
て
行
き
詰
り
、

仲
裁
そ
の
他
の
取
締
役
ま
た
は
株
主
の
行
き
詰
り
に
関
す
る
株
主
聞
の
書
面
に
よ
る
合
意
で
定
め
ら
れ
た
救
済
方
法
が
失
敗
し

(1) (2) 

た

と4'(3) 。-
L 

メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
一
般
会
社
法

(
K
F
E
r
n
o
r
宮内田・

R
F
u
w
ω
協

同

S
(白
〉

(
E
S
)
)は
、
「
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
株
主
は
、
衡
平
法
裁

判
所
に
、
株
主
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、
会
社
の
営
業
が
も
は
や
株
主
一
般
の
利
益
に
運
営
し
え
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
会
社
の
解
散
の
申

立
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
す
る
。

ま
た
、
前
述
の
メ
イ
ン
州
法
の
行
き
詰
り
の
場
合
の
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
く
強
制
解
散
の
規
定
(
宮
市
・
岡
山

2
・
E
S・
nv・
8
掛

H
E

北法23(3・40)502



. ¥ 

. 

(
〉
〉
〈
切
)

(

(

U

〉〉

一
O
人
を
越
え
な
い
株
主
か
ら
な
る
会
社
の
株
主
に
よ
り
申
立
て
ら
れ
た
場
合
に
適
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の

t主

で
、
実
質
的
に
は
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
限
定
し
た
特
別
規
定
と
い
え
よ
う
。

ω
つ
ぎ
に
、
取
締
役
震
い
は
株
主
が
分
裂
し
て
会
社
の
運
営
が
行
き
詰
っ
て
い
る
場
合
に
、
会
社
の
た
め
の
保
管
者

の
任
命
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法

(
U
巴・

(
U
o
r
〉
ロ
ロ
・
岳
・
∞

Z
N
N
F
g
N
C
8
3
)
が
あ
る
。

(
ロ
ロ
白
A
H
V
門
出
陪
ロ
)

「
衡
平
法
裁
判
所
は
、

つ
ぎ
の
場
合
に
、
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
き
、

一
人
ま
た
は
数
人
の
者
を
、
会
社
の
た
め
の
保
管
者

(
2
2
0
l

内
田
宮
口
)
と
し
て
、

ま
た
、
会
社
が
支
払
不
能
の
と
き
は
会
社
の
た
め
の
財
産
管
理
人
と
し
て
、
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

一
般
の
会

社
の
場
合
に
つ
い
て
は
(
ニ
二
六
条
〉
、

「

ω
取
締
役
の
選
任
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、
株
主
が
分
裂
し
、
任
期
が
満
了
し
ま
た
は
後
任
者
の
資
格
取
得
に
よ

り
任
期
が
満
了
す
る
取
締
役
の
後
任
者
の
選
任
を
な
さ
な
か
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、

ω
取
締
役
が
会
社
の
業
務
の
執
行
に
関
し
て
分
裂
し
、
取
締
役
会
の
行
為
に
必
要
な
議
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
っ
、
株
主

が
そ
の
分
裂
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
会
社
の
営
業
が
回
復
し
え
な
い
損
害
を
受
け
ま
た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
つ
い
て
は
(
三
五
二
条
〉
、

き
。
」
ま
た
、

同

「

ω
こ
の
法
律
の
第
三
五
一
条
に
従
い
会
社
の
営
業
お
よ
び
業
務
が
株
主
に
よ
り
執
行
さ
れ
山
か
っ
、
株
主
が
分
裂
し
、
会
社
の
営

業
が
回
復
し
え
な
い
損
害
を
受
け
ま
た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
っ
、
定
款
も
し
く
は
附
属
定
款
ま
た
は
株
主
の
書
面
に
よ
る
契
約

株主の解散判決議求権

に
定
め
ら
れ
た
行
き
詰
り
に
関
す
る
救
済
方
法
が
失
敗
し
た
と
き
、

ま
た
は
、

(2) 

申
立
株
主
が
、
こ
の
法
律
の
第
三
五
五
条
に
よ
り
許
容
さ
れ
る
定
款
の
規
定
に
も
と
づ
き
会
社
の
解
散
の
権
利
を
有
す
る
と

き。」そ
し
て
、
二
二
六
条
刷
項
は
、
「
保
管
者
の
権
限
は
、
裁
判
所
が
別
段
の
命
令
を
な
す
場
合
、

円

9
)

お
よ
び
、
こ
の
条
の
例
項
第

ω号
ま
た
は

北法23(3・41)503
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こ
の
法
律
の
第
三
五
二
条
例
項
第

ω号
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
場
合
を
除
き
、
会
社
の
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
業
務
を
清

算
し
か
っ
そ
の
資
産
を
分
配
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
規
定
し
、
こ
の
保
管
者
の
任
命
に
よ
る
行
き
詰
り
の
場
合
の
株
主
に
対
す
る
主
た

論

る
救
済
方
法
が
、
解
散
を
命
ず
る
こ
と
で
は
な
い
旨
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
行
き
詰
り
の
場
合
に
保
管
者
の
任
命
を
認
め
る
規
定
は
、
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州
法
に
も
全
く
同
じ
内
容
の
規
定

と
し
て
み
ら
れ
て
い
る
。

、2ノ…
加
最
後
に
、
仮
取
締
役

Q
g
i
g
s
-
ι
5
2
2
)
の
任
命
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
取
締
役
が
会
社
の
業
務
の
執
行

に
お
い
て
等
し
く
分
裂
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
に
仮
取
締
役
の
任
命
権
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
行
き
詰
り
の
打
開
を
は
か
る
方
法
を
与

え
る
も
の
で
、
こ
の
方
法
に
関
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
一
般
会
社
法
八
一
九
条
は
、

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

一寸

(a) 

会
社
が
等
し
く
分
裂
し
た
偶
数
の
取
締
役
を
，
有
し
、
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
合
意
し
え
ず
、

か
っ
、
そ
の
た
め
に
会
社
の
営
業

が
も
は
や
利
益
を
得
て
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ず
ま
た
は
会
社
の
財
産
お
よ
び
営
業
が
失
わ
れ
損
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

は
、
定
款
も
し
く
は
附
属
定
款
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
会
社
の
強
制
解
散
の
手
続
が
継
続
中
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判

所
は
、
仮
取
締
役
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
仮
取
締
役
の
任
命
の
申
立
は
、
会
社
の
二
分
の
一
の
取
締
役
ま
た
は
社
外
株
式
の
お
労
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
保
有
者
に
よ
り
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b) 

仮
取
締
役
は
、
そ
の
会
社
の
株
主
も
し
く
は
債
権
者
で
は
な
い
、

ま
た
は
、
そ
の
会
社
の
取
締
役
も
し
く
は
任
命
に
か
か
る
当
該

裁
判
官
の
三
親
等
以
内
の
血
縁
な
い
し
姻
威
関
係
に
た
た
な
い
、
公
平
な
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

仮
取
締
役
は
、
取
締
役
の
行
き
詰
り
が
打
開
さ
れ
る
ま
で
、
ま
た
は
、
裁
判
所
の
命
令
も
し
く
は
議
決
権
を
有
す
る
株
式
の
過
半
数
の

北法23(3・42)504
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• 

• 

保
有
者
の
決
議
な
い
し
書
面
に
よ
る
同
意
に
よ
り
解
任
さ
れ
る
ま
で
、
取
締
役
の
す
べ
て
の
権
利
お
よ
び
権
限
を
有
し
、
取
締
役
会
議
の

通
知
を
受
け
、
そ
こ
に
お
い
て
議
決
す
る
権
利
を
有
す
る
よ

ミ
ズ

l
リ
州
法
及
び
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
前
~
こ
れ
と
全
く
同
じ
内
容
の
規
定
を
設
け
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
及
び
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州
法

は
)
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
つ
い
て
、
若
干
表
現
を
変
え
た
規
定
を
設
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
仮
取
締
役
の
任
命
を
認
め
る
規

定
は
、
会
社
の
解
散
が
認
め
る
た
め
の
要
件
が
存
在
し
な
い
場
合
に
も
適
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
立
法
に
よ
っ
て
、
会
社
事
業
の
消

と
評
価
，
さ
れ
て
い
る
。

滅
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
行
き
詰
り
を
解
決
し
う
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
、

同

(

1

)

代
表
的
な
も
の
は
、
一
九
五
五
年
の
ノ
l
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
、
一
九
六
二
年
の
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
、
及
び
一
九
六
三
年
の
ニ
ュ

l

・

ヨ
ー
ク
州
法
で
あ
る
。

(

2

)

一
九
六
一
二
年
の
フ
ロ
リ
ダ
州
法
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
九
六
七
年
の
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
法
、
一
九
六
八
年
の
メ
リ
l
ラ
γ
ド
州
法
と
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア

州
法
、
及
び
一
九
七
O
年
の
ロ
1

ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
法
で
あ
る
。

こ
れ
ら
註
(

1

)

、
(
2
〉
で
挙
げ
た
州
法
の
一
般
的
紹
介
に
つ
い
て
は
、
酒
巻
「
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
理
論
と
立
法
動
向
|
|
英
米
法
の
動
向
と
そ
の

示
唆
|
|
(
三
〉
(
四
)
〈
五
〉
」
民
商
五
八
巻
六
号
八
二
六
頁
以
下
、
五
九
巻
三
号
三
六
七
頁
以
下
、
六

O
巻
一
号
三
頁
以
下
、
長
浜
・
ア
メ
リ
カ
会
社
法

概
説
二
八
一
頁
以
下
、
矢
沢
・
注
釈
会
社
法
制
一
一
頁
参
照
。

(
3
〉
定
義
づ
け
と
し
て
、
株
式
が
庖
頭
市
場
で
一
般
的
に
取
引
さ
れ
て
い
な
い
会
社
と
し
て
い
る
(
師

m
B・C
-
B
Q己
。

(
4
〉
フ
ロ
リ
ダ
州
法
は
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
つ
い
て
、
株
主
の
議
決
権
行
使
に
関
し
て
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
株
主
聞
の
契
約
で
仲
裁
人
の
決

定
に
従
う
旨
を
定
め
う
る
こ
と
、
を
明
示
し
て
い
る
ハ
抑

m
g・0
一
印
公
〉
(
開
)
)
。
そ
し
て
、
フ
戸
リ
ダ
州
の
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
は
、
解
散

が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
行
き
詰
り
が
仲
裁
そ
の
他
の
救
済
方
法
に
よ
っ
て
打
開
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
が
、
ニ
ュ

1
・
ヨ
ー

ク
州
で
は
、
株
主
聞
の
争
い
に
つ
い
て
は
仲
裁
人
の
決
定
に
従
う
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
て
い
た
場
合
に
、
仲
裁
契
約
の
存
在
は
契
約
当
事
者
の
解
散
判

決
請
求
権
を
奪
う
も
の
で
は
な
い
と
す
る
判
例
が
あ
る
。
〉
苫
Z
S巳
8
0聞の
o
Z
P
E
ω

冨

5
・
5
2・
日

Z
・J
ヘ・

ω・
M
L
m
コ
(-zs・
え
H
J同

g
g
t
M
m
u
〉匂旬

-
E〈・町田
ω
・印
ω

Z
・J
ヘ・

ω・
Nι

品
目
吋
(
一
宮
山
)
・

(
5
)

メ
リ
!
ラ
ン
ド
州
法
は
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
実
質
的
な
定
義
を
置
か
ず
、
会
社
が
定
款
を
以
て
同
法
の
援
権
す
る
閉
鎖
的
株
式
会
社
で
あ
る
旨
の

株主の解散判決請求権

北法23(3・43)505



説

記
載
を
な
す
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
を
閉
鎖
的
株
式
会
社
と
し
て
い
る
ハ
竺
呂
(
⑦
)
。

(
6〉
定
義
づ
け
と
し
て
、
定
款
に
、

ω金
庫
株
を
除
く
会
社
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
発
行
済
株
式
の
全
て
が
、
三

O
人
を
越
え
な
い
特
定
数
以
下
の
者
に
ょ
っ

て
株
主
名
簿
上
保
有
さ
れ
て
い
る
、

ωあ
ら
ゆ
る
種
類
の
発
行
済
株
式
の
全
て
が
、
こ
の
法
律
の
第
二
二

O
条
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
一
以
上
の
譲
渡
に
対

す
る
制
限
に
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
及
び

ω会
社
は
、
い
か
な
る
種
類
の
株
式
の
い
か
な
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
随
時
に
改
正
さ
れ
る
一
九
三
三
年

の
合
衆
国
証
券
法
の
意
義
に
お
け
る
「
公
募
」
と
な
る
い
か
な
る
申
込
も
し
て
は
な
ら
な
い
旨
、
を
定
め
る
も
の
を
い
う
と
し
て
い
る
ハ
胡
ω
お
ハ
乙
〉
。

(
7
〉
こ
の
規
定
は
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
定
款
で
会
社
の
営
業
が
取
締
役
会
に
よ
っ
て
で
は
な
く
株
主
に
よ
り
直
接
経
営
さ
れ
る
ベ

き
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
も
の
で
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
つ
い
て
特
別
規
定
を
一
括
し
て
設
け
て
い
る
他
の
州
で
も
、
こ
の
種
の
規

定
が
な
さ
れ
て
い
る

o
E
F
ω
宮
・
〉
E-
師

団

8
・2
0
N
U
〉
E-
。
&
ぬ
豆
島
・
主
-Nω

竺
g
u
H
d・
回
自
・
の
ロ
吾

-
E毛
-
抑
ω
∞N
・

(
8
)

こ
の
規
定
は
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
定
款
で
任
意
に
ま
た
は
特
定
の
事
情
が
発
生
し
た
場
合
に
株
主
に
会
社
を
解
散
さ
せ
る
選
択
権
を

与
え
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
も
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
株
主
の
特
殊
な
地
位
に
も
と
づ
く
要
求
に
対
処
し
た
立
法
で
あ

る
。
そ
の
他
の
州
で
こ
の
種
の
規
定
を
置
く
も
の
と
し
て
、
〉
自
・
。
。
仏
巾
一
玄
円
山
・

ωR-Nω

竺
ロ
ム
(
岱
〉

(ω
〉
U
3
・
即
日
・
。
。
弓
・

E
d匂
蜘

ω
∞
T
Z・。・

。
s
ω
g
F
間一切
l
-
M
印
公
)
(
ω
)
U
Z
・J
円・切
5
・。
o
G
-
V防
当

制

-
o
o
N
(
釦〉・

(
9
)
ω
号
は
、
「
会
社
が
そ
の
営
業
を
放
棄
し
、
か
つ
相
当
な
期
間
内
に
解
散
し
、
清
算
し
、
ま
た
は
そ
の
資
産
を
分
配
す
る
処
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と

き
」
で
あ
る
。

(叩

)
F・回
5
・。

o
e
-
C垣
務
巴
ω
・ア

ω
∞
?
な
お
、
ペ
ン
シ
ル
パ
-
一
ア
州
法
の
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
定
義
づ
け
も
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
法
と
同
一
で
あ

る
(
抑
ω〕
1
N
一
(
〉
)
)
。

ハ
日
)
忽
0
・
m
2・
g
mゲ
抑
ω
2
・Sω

ハ
戸
田
町
田
〉
引
の
F
《

U
0
9

〉
5
・
即
時
l吋

s
c
u
m
g・

(
M
M
)

デ
ラ
ウ
エ
ア
州
法
(
口
市
「
の
O
L
拍
〉

E
・
E-
∞
帥
ω
印ω
〉
は
、
「
取
締
役
が
会
社
の
営
業
お
よ
び
業
務
の
執
行
に
関
し
て
分
裂
し
、
取
締
役
会
の
行

為
に
必
要
な
議
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
会
社
の
営
業
お
よ
び
業
務
が
も
は
や
株
主
一
般
の
利
益
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
場

合
、
に
仮
取
締
役
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州
法
も
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
法
と
同
一
で
あ
る

(
3・∞
5
・。

8
・

F
白

巧

抑

ω
∞央)。

(
日
)
仮
取
締
役
の
任
命
を
認
め
た
判
例
と
し
て
、

F
Z
F
E自
国
史
足
。
OG--
一
印
∞
の
巳
・
〉
唱
-
N
L
N
ア

ω
N
N
司

-
N
仏
N
念
公

g
e
が
あ
る
。

そ
こ
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
配
当
額
を
増
加
す
べ
き
か
、
及
び
、
社
長
・
総
支
配
人
の
報
酬
額
を
減
少
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
の
意
見
が

論
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•. 

4・

• 

一
致
し
な
い
た
め
に
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
の
で
、
こ
の
申
立
が
な
さ
れ
た
事
案
に
関
し
、
配
当
を
宣
言
し
な
い
こ
と
に
よ
り
留
保
所
得

に
対
す
る
特
別
課
税
を
負
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
社
長
の
報
酬
に
つ
い
て
合
意
し
え
な
い
た
め
に
社
長
の
妻
の
所
有
す
る
不
動
産
に
対
し
て

会
社
が
過
大
な
賃
料
を
支
払
う
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
会
社
の
財
産
及
び
営
業
が
失
な
わ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
し
て
、
仮
取

締
役
の
任
命
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
或
い
は
、
申
立
人
の
個
人
的
利
益
を
目
的
と
し
て
申
立
が
な

さ
れ
た
こ
と
は
、
仮
取
締
役
の
任
命
を
妨
げ
な
い
と
し
て
い
る
。

ハ
リ
同
〉
の
o
g
g
S
Y
C
E
g
m
-
ω
g
g
g
q
問
。
自
色
同
盟
問
O
H
P
冊。
g門出
onr
の
白
句
史
邑

B
E
の白
E
o
s
-
ω
U
〈

c
-
s
s
q
O
E
O
-
E
H
T
M白
血
邑
同
F
O
P
S
F
-

弘司
g
ご
)
片
岡

R
g
p
品∞の弘仲間
-
F
-
m
2・
M
吋

M
w

白神間》・
M

g

(

呂田口〉

U
N
O
-
p
a
r
o司
-
n
F
-
N
ι
a・(一勾一
γ
司・一

Nア
も
っ
と
も
、
仮
取
締
役

の
任
命
の
場
合
に
つ
い
て
も
取
締
役
が
偶
数
で
あ
る
こ
と
或
い
は
等
し
く
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
の
は
適
当
で
は
な
い
、
と
批
判
さ

れ
て
い
る
〈
の
D
B
B
g
p
お
の
由
民
・

F
-
河
2
・
a昨
日

u

・同∞巴。

、，ノ，f、、取
締
役
そ
の
他
の
会
社
支
配
権
を
掌
握
す
る
者
が
、
自
ら
の
個
人
的
利
益
を
は
か
る
目
的
で
詐
欺
的
な
行
為
或
い
は
不
当
な
会
社
経
営

を
な
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
裁
判
所
は
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
き
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
多
く
の
州
が
立
法

会
社
支
配
者
の
詐
欺
的
行
為
、
不
当
な
会
社
経
営

を
以
て
認
め
て
い
る
。

同

こ
の
場
合
の
一
般
的
な
規
定
の
仕
方
は
、
模
範
事
業
会
社
法
九

O
条
例
項

ω号
、
川
刊
号

(
一
九
六
九
年
改
正
法
九
七
条
〉
に
代
表
さ

株主の解散判決請求権

れ

「
取
締
役
ま
た
は
会
社
を
支
配
す
る
者
の
行
為
が
不
法
ま
た
は
抑
圧
的
も
し
く
は
詐
欺
的
で
あ
る
こ
と
」
、
ま
た
は
、
「
会
社
の
資
産
が

流
用
せ
ら
れ
ま
た
は
浪
費
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
が
確
定
さ
れ
た
場
合
に
、
株
主
の
訴
に
も
と
づ
き
、
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
き
詰
り
の
場
合
の
強
制
解
散
に
つ
い
て
模
範
事
業
会
社
法
を
採
用
し
て
い
る
州
の
多
く
は
、
こ
の

ω号
及
び
仙
刊
号
の
規
定
に
つ
い
て
も
採
用
し
て
い
る
。
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説

そ
の
他
の
も
の
と
し
て
は
、

ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州
事
業
会
社
法
ハ

E
・
2
2・
〉
ロ
ロ
・

2
・
5
詑
∞
巴
ー
=
ミ
(
〉
γ
(
N
)
(
ω
)
(
H
8
8
)

ミム
ロW旬

「
取
締
役
ま
た
は
会
社
の
受
託
者
の
行
為
が
不
法
ま
た
は
抑
圧
的
も
し
く
は
詐
欺
的
で
、
会
社
が
解
散
せ
ら
れ
る
こ
と
が
株
主
の
利

益
と
な
る
こ
と
」
、
ま
た
は
、
「
会
社
の
資
産
が
流
用
せ
ら
れ
ま
た
は
浪
費
さ
れ
て
、
会
社
が
解
散
せ
ら
れ
る
こ
と
が
株
主
の
利
益
と
な
る

のこ
と
」
と
規
定
し
て
、
こ
の
場
合
に
、
解
散
が
株
主
の
利
益
と
な
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
も
の
、

円

zv

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
一
般
会
社
法
〈
(
U
E
-
-
(
U
2
℃・
(
U
O

母
m

怠
巴
(
巾
)
)
の
よ
う
に
、

「
取
締
役
ま
た
は
会
社
を
支
配
す
る
者
が
継
続

的
に
詐
欺
ま
た
は
不
当
な
経
営
も
し
く
は
権
限
の
濫
用
を
な
し
、
ま
た
は
少
数
株
主
に
不
正
と
な
る
行
為
を
継
続
的
に
な
し
、
ま
た
は
、
会

社
の
財
産
が
会
社
の
取
締
役
も
し
く
は
役
員
に
よ
っ
て
流
用
ま
た
は
浪
費
せ
ら
れ
も
し
く
は
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
、
或
い
は
、
ネ
パ
ダ

州
一
般
会
社
法

(
Z
2・同
N
2・
2
ぇ
・
閉
吋
∞
・

8
0
(巴
日
)
)
の
よ
う
に
、
「
会
社
の
受
託
者
ま
た
は
取
締
役
が
会
社
の
業
務
の
執
行
も
し

く
は
支
配
に
お
い
て
詐
欺
ま
た
は
共
謀
も
し
く
は
重
大
な
不
当
経
営
を
な
し
、

ま
た
は
、
差
押
、
訴
訟
そ
の
他
に
よ
っ
て
会
社
の
資
産
が

費
消
せ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
」
と
し
て
、

い
く
ら
か
不
正
な
行
為
及
び
不
当
な
会
社
経
営
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
規
定
す
る

も
の
が
あ
る
。

こ
の
会
社
支
配
者
の
詐
欺
的
行
為
・
不
当
な
会
社
経
営
に
関
す
る
規
定
の
具
体
的
適
用
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
、
裁
判
所
で
余
り
問
題
と

な
っ
て
い
な
い
が
、
行
き
詰
り
の
場
合
と
同
様
に
比
較
的
厳
格
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
取
締
役
が
利
益
配
当
を
せ
ず
に
株
主
に

抑
圧
的
に
会
社
を
経
営
し
て
い
る
事
実
が
あ
っ
て
も
、

会
社
の
財
産
が
損
害
を
受
け
会
社
が
支
払
不
能
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
の

証
明
が
な
さ
れ
な
い
限
り
解
散
を
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
判
例
日
会
社
の
資
産
が
浪
費
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
訴
が
提
起
さ
れ
る
前
に
取

締
役
が
任
意
解
散
の
手
続
を
な
す
べ
く
株
主
総
会
を
招
集
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
実
が
あ
る
と
し
て
解
散
を
認
め
な
か
っ
た
判
的
が
あ

る。
(
1
)
 
開

-m-L一--m2・
ωE-nr・ω
N

抑一句・

8
(釦
)

w

(

ω

)

(

品
〉

h

冨

5
・阿佐

ω-no弓
・
〉

2
2吋(白)・
(

N

)

(

品
〉

U

室。口同

-
m
2・。
o
r
〉
E-
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同

間一切
lNNU口(釦〉・

(
M
)
(品
)
U
Z巾
r
-
F目・

(UDG
〉
円
伸
明
白
吋

(
ω
γ
(
M〉(品
)U
巧
g
r
-
H
N
2・
P
仏
ゆ
だ

2
・M∞・-吋
O
(
-
)
・(ゲ
)(ι)UA5ω
・

ω
S
F
K
Fロ
ロ
・
抑
一
∞
口
・
コ
一
公
)
(
也
、

(
N
〉
(ω)
‘

(
2
〉
こ
れ
と
大
体
同
一
の
も
の
と
し
て
、
宮
古
口
・

ω
S
F
〉
E
-
m
ω
口
プ
怠

G
〉山

ω
・
。
・
回
5
・
n
o号
・
〉
円
仲
間
一
日
・
5
(
ω
)
(
ム〉・

(
3
)

こ
れ
と
大
体
同
一
の
も
の
と
し
て
、
宮
戸

H
N
2・
盟
主
-
n
y・印
ω
竺
口
印
・
な
お
、
ネ
パ
タ
州
法
で
は
、
申
立
株
主
は
社
外
株
の
一

O
%
以
上
の
保

有
者
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)

の
g
可
回
目

ω窓
口
念
五
円
、
F
F
H
E
-
n
0・
〈
・
ロ
2
2・一
O
H一
一
・
日
仏
印
mm
・-品

-z-
間

同

島

A
P

印
(
石
山
田
)
・
裁
判
所
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
法
(
邑
・
岡
山
2
・

2
2・
nr・
ωN
竺
可
・
∞
白
(
白
)
(
ω
)〉
の
適
用
に
あ
た
り
、
会
社
資
産
の
流
用
或
い
は
浪
費
の
事
実
が
な
く
て
も
取
締
役
の
行
為
が
抑
圧
的

(
0
3
5
l

m
z
d
)

で
あ
る
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
解
散
は
最
後
的
な
救
済
方
法
で
あ
っ
て
、
申
立
株
主
は
取
締
役
の
抑
圧
的
な
行
為
に
よ
っ

て
会
社
が
利
得
を
得
て
運
営
す
る
こ
と
或
い
は
申
立
株
主
に
満
足
を
与
え
る
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
事
実
、
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
会
社
資
産
に
重
大
な
損
失
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
の
証
明
が
な
く
む
し
ろ
会
社
は
利
益
を
得
て
運
営
す
る
見
込
が
認
め
ら
れ
る

と
し
て
、
優
先
株
主
に
累
積
配
当
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
な
さ
れ
た
会
社
の
解
散
の
申
立
を
棄
却
し
て
い
る
。

し
か
し
、
イ
リ
ノ
イ
州
の
そ
の
後
の
判
例
話
広
三
件

:-C宮
内

g
a
E
a
∞S
F
L
2
-一-
N

仏

M
S・
-
B
Z・何
-

N

仏
一
ω
一
〈
呂
田
O

〉〉

で
は
、
当
該
会
社
の
五

O
%の
株
式
を
所
有
す
る
社
長
側
と
他
の
五

O
%の
株
式
を
所
有
す
る
原
告
側
と
の
聞
に
争
い
が
生
じ
、
社
長
が
、
取
締
役
会

の
承
認
な
し
に
会
社
の
資
金
で
他
の
会
社
を
設
立
し
、
ま
た
社
長
と
個
人
的
に
関
係
し
て
い
る
会
社
か
ら
金
銭
の
借
入
を
し
、
ま
た
取
締
役
会
の
承
認

な
し
に
高
給
で
役
員
を
任
命
す
る
な
ど
、
原
告
側
を
無
視
し
た
行
為
を
し
、
他
方
で
は
、
数
年
間
に
わ
た
り
利
益
配
当
を
せ
ず
、
原
告
が
会
社
の
利
益

を
享
受
し
会
社
の
経
営
に
関
与
す
る
こ
と
を
排
斥
し
て
い
た
こ
と
は
、
解
散
を
認
め
る
べ
き
理
由
と
な
る
抑
圧
的
な
行
為
が
あ
る
と
い
え
る
と
し
て
、

会
社
が
社
長
の
行
為
に
よ
り
損
失
を
受
け
支
払
不
能
と
な
っ
た
事
実
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
原
告
お
よ
び
原
告
の
会
社
に
コ
。

お
け
る
利
益
に
対
す
る
抑
圧
を
証
明
す
る
の
に
は
、
詐
欺
ま
た
は
不
法
も
し
く
は
会
社
の
損
失
を
証
明
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
」
と
述
べ
(
手
広
・

2
・
同

N

品
目
門
司

5
8、
解
散
の
申
立
を
認
め
て
い
る
(
も
っ
と
も
、
こ
の
判
例
は
、
む
し
ろ
株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
の
意
見
の
対
立
を
理
由
と

し
て
解
散
を
認
め
た
方
が
適
当
で
あ
っ
た
と
批
評
さ
れ
て
い
る
。
。
o
g
g
g
F
U
E告
R
r
g仏
0
5
0
Z
E
C口口問》
B
r
r
g凹

s
p
o
c
c月
一
可
出
色
仏

{UCH唱

G
E
E
S
E
5
5・
g
z・
巧
-
C・
F
-
H
U〈・印
N印・印
ω
D
l
E品
(
]
巴
町
一
)
)
。

な
お
、
ノ
l
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
及
び
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
旧
法
で
は
、
会
社
が
一
定
期
間
(
五
年
乃
至
一

O
年
〉
株
主
に
利
益
配
当
を
な

さ
な
い
こ
と
が
、
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
く
強
制
解
散
の
理
由
と
な
る
と
し
て
い
た
が

(
Z
・
。
・
の
邑
伶
〉
口
ロ
・
師
二
∞
町
公
国
ω印
〉
二
?
の
-
n
a
o

株主の解鮫判決請求権
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帥
コ
N印〈一回
ωNγ

蜘即

-Nlm2
・一同
l
め

g
c
g
N〉
)
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
配
当
を
な
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
会
社
の
損
失
に
充
て
る
た
め
な
ど

会
社
の
事
情
に
お
い
て
合
理
的
な
理
由
が
あ
れ
ば
、
解
散
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
取
締
役
・
多
数
株
主
が
少
数
株
主
を
抑
圧
す
る
手
段
と
し
て
な
さ

れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
解
散
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
(
自
由
己
2
4・
P
5
3ロ
の
0
5ロ
富
三
国

n
o
-
-
N
B
Z・。・∞
S
・一吋
Nω
・開・

ω日
公

8
5

u

、吋

0440Z4・
ω・。・

p
a
E
O
〉
n
i・}∞吋

ω・
(U・
NUG--
∞吋

ω-MW・
ω
g
c
g∞))。

(
5
)
M
M
g
E
4・
0
B邑

Z
P
H
R・-
N
N
-
E・印
8
・
8
・
F

Z
一ハ
-
S
P
E
E
S
-
関

g
m
E
〈

-
C
E
E
〉
宮
E
P
E
n
-
-
Nお
ω・4
司

-
E

コ
∞
ハ
ω同
-
F
2
2
9・
〉
宅
-
S
2
)
(株
主
の
解
散
決
議
が
な
さ
れ
て
い
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
解
散
趣
意
書
の
届
出
及
び
登
記
な
ど
の
手
続
が
な

さ
れ
ず
、
そ
の
聞
に
、
取
締
役
が
会
社
資
産
を
詐
欺
的
に
流
用
し
て
い
た
場
合
に
、
解
散
の
申
立
を
認
め
て
い
る
)
。

論

三そ
の
他
の
場
合
に
つ
い
て
、
立
法
を
以
て
規
定
す
る
も
の
と
し
て
は
、

川
ま
ず
、
会
社
が
設
立
以
来
営
業
を
開
始
し
な
い
か
長
期
に
わ
た
っ
て
営
業
を
停
止
し
、
会
社
が
営
業
を
放
棄
し
て
い
る
場
合
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

そ
の
他
の
場
合

サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
事
業
会
社
法

3
・
ゎ
・
切

5
-
P
4・
〉
2
・
即
時
-
H
U
〈白)(斗)・

2
8
N〉
〉
の
よ
う
同
、

「
会
社
が
そ
の
営
業

を
放
棄
し
、
か
っ
、
相
当
の
期
間
内
に
解
散
し
、
清
算
し
、
ま
た
は
そ
の
資
産
を
分
配
す
る
処
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
」
と
、

に
規
定
す
る
も
の
と
、

一
般
的

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
事
業
会
社
法

(
F
白・

H
N
2・
ω
S
H・帥

HNHEω(〉
)
(
昂
)
乙

H
8
0〉
〉
の
よ
う
に
、
「
会
社
が
正
当
の
理
由
な
く
し
て
、

立
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
営
業
を
開
始
し
な
い
か
撫
怠
も
し
く
は
拒
否
し
、
ま
た
は
、
営
業
の
開
始
後
少
な
く
と
も
一
年
間
営
業
を
停
止

し
、
営
業
を
開
始
も
し
く
は
再
開
す
る
意
思
が
な
い
と
き
」
と
、
営
業
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
期
聞
を
特
定
す
る
も
の
が
あ
る
。

ω
つ
ぎ
に
、
会
社
が
そ
の
目
的
の
達
成
を
失
敗
し
、
或
い
は
そ
の
達
成
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州

事
業
会
社
法

(
E・

E
-
〉

5
・
E
-
H
Z
N
g
N
l
H
5
8
(
H
)噂ハ
H
8
3
2ど
若
手
の
州
料
、
「
会
社
の
目
的
が
完
全
に
失
敗
し
ま
た
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. 

": 

は
放
棄
さ
れ
も
し
く
は
そ
の
達
成
が
不
可
能
で
あ
る
と
き
」
に
、
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
き
、
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
し
て
い
る
。

…
山
更
に
、
会
社
が
そ
の
目
的
の
達
成
を
失
敗
し
た
場
合
の
一
例
で
あ
る
、
事
業
活
動
の
継
続
が
損
失
の
み
を
も
た
ら
し
、
支
払
不
能

に
配
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
ニ
ュ

l

・ヨ

l
ク
州
事
業
会
社
法

(Z-
吋-∞
g
-
C召
-
F
2
2
5
ω
公
)
)
な
ど
若
干
の
州
、
お
「
会

社
の
資
産
が
そ
の
債
務
を
弁
済
す
る
の
に
十
分
で
な
い
と
き
」
に
、
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
き
、
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

旨
を
規
定
し
て
い
る
。

川
最
後
に
、
現
在
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
が
解
散
を
命
じ
う
る
場
合
を
具
体
的
に
特
定
せ
ず
、
広
汎
な
規
定
の
仕
方
を
す
る
も
の
が

あ
る
。
こ
れ
に
は
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
事
業
会
社
法
〈
F
国

-mg-
盟
主
・

2
N
E
ω
〈〉
)
(
ω
)
)
)

ほ
か
二
州
の
、

「
会
社
が
清
算
さ
れ
解
散
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と

が
株
主
の
利
益
と
な
る
と
き
」
と
規
定
す
る
も
の
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
一
般
会
社
法
(
の
曲
目
。
。
召
・
。
。
母
朗
色
巴
(
同
〉
〉
及
び
ノ
l
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
事
業
会
社
法

(
Z・
ゎ
・
。

g-

g
E・悶
ωωiHNU(白
〉
(
品
)
)
〉
の
、
「
解
散
が
、
実
質
上
の
株
主
ま
た
は
申
立
株
主
の
権
利
も
し
く
は
利
益
の
保
護
の
た
め
に
相
当
な
必
要

同

性
が
あ
る
と
き
」
と
規
定
す
る
も
の
、
及
び
、

株主の解散判決請求権

ニュ

l

・
ハ
ン
プ
シ
ャ

l
州
一
般
会
社
法

(
Z
-
E・閉山
2
・
E
2・
聞
包
品
目
宅
(
白
〉
(
H
自
己
)
の
い

「
現
実
も
し
く
は
緊
急
の
支
払

不
能
そ
の
他
の
会
社
の
解
散
が
株
主
ま
た
は
債
権
者
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
に
相
当
な
必
要
性
を
生
ぜ
し
め
る
理
由
が
あ
る
と
き
」
、

ネ
パ
ダ
州
一
般
会
社
法

(
2
2・岡山
2
E
S・
醐
吋
∞
・

8
。
〉
の
、

「
会
社
が
支
払
不
能
で
あ
る
と
き
、

ま
た
は
、
会
社
が
重
大
な
損
失
を

受
け
も
し
く
は
株
主
の
利
益
に
反
し
て
運
営
さ
れ
、

か
っ
、
そ
れ
が
継
続
し
て
い
る
と
き
」
と
、
若
干
具
体
的
に
規
定
す
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
広
汎
か
つ
抽
象
的
な
規
定
の
適
用
に
お
い
て
い
か
な
る
場
合
に
解
散
が
認
め
ら
れ
る
か
は
、
規
定
自
体
か
ら
は
必
ず
し
も
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F 、 ー、ー論日二、三一税

明
ら
か
で
は
な
い
の
で
、
判
例
を
通
じ
て
承
認
さ
れ
て
き
た
具
体
的
状
況
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
ι
も
そ
し
て
、
多
数
株

主
と
少
数
株
主
と
の
聞
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
た
め
に
、
業
務
の
執
行
が
停
止
し
株
価
が
低
落
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
株
式
を

所
有
し
て
会
社
の
全
支
配
権
を
握
っ
て
い
る
こ
人
の
株
主
聞
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
、
一
方
の
株
主
が
会
社
の
経
営
か
ら
身
を
引
い
た
た

め
に
会
社
の
運
営
が
困
難
と
な
っ
た
場
旬
行
き
詰
り
が
長
期
化
し
、
株
主
総
会
が
聞
か
れ
な
い
た
め
に
取
締
役
及
び
役
員
の
改
選
が
行

な
わ
れ
ず
、
一
人
の
株
主
が
会
社
を
排
他
的
に
支
配
し
て
い
た
場
合
な
ど

ω、
会
社
が
解
散
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
株
主
の
利
益
と
な
る
、

或
い
は
、
会
社
を
解
散
す
る
正
当
か
つ
十
分
な
理
由
が
あ
る
、
と
し
て
解
散
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
規
定
に
お
い
て
も
、
株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
の
意
見
の
対
立
に
よ
り
、
会
社
の
運
営
が
不
可
能
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、
或
い
は
、
支
払
不
能
も
し
く
は
会
社
の
財
産
に
損
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
な
い
、
と
し
て
解
散
の

申
立
を
棄
却
し
た
判
例
が
あ
円
、
比
較
的
厳
格
な
適
用
を
し
て
い
る
。

(
1
〉
そ
の
他
の
州
の
も
の
と
し
て
、
。
。
ロ
ロ
・
の
g
-
ω
g
?
閉
-
B
(
ω
)
(
N
)

・

(
2
)

期
聞
を
特
定
し
て
い
る
も
の
と
し
て
そ
の
他
、

P
?
のG
G
・。

ao
叩
念
包
公
)
(
一
年

)
U
F・
ω
E・
〉
ロ
ロ
・
岳
一
印
抑
N
g
N
I
-
-
O
吋
(
〉
)

(
二
年
)
.

(
3
)

そ
の
他
の
州
の
も
の
と
し
て
、

F
F
問
2
・
g
ぇ
・
四
一
N

二
会
(
〉
〉
(
巴
一

o
z
c
m
2・
(uao〉
ロ
ロ
・
帥
ミ
2
・2
(
〉)
u

p

向百ロ・

ω
S
ゲ
〉
ロ
ロ
'

一叩
ω
0
↓・色

u
c
r
F
・
ω
S
F
K
Fロロ・

Z--∞叩一-一回日・

(
4
)

そ
の
他
の
州
の
も
の
と
し
て
、

k

F
切

5
・
〉
己
申
出
(
己
目
F
F
M
N
2
・
g
g・
〉
ロ
ロ
・
閉
口
二
会
(
〉
)
(
一
)
引
去
百
ロ
・

ω
gけ
〉
ロ
ロ
・
申

ω
2
・怠・

(
5
)

。
r
r
g巳
・
〉
ロ
ロ
吾
・
一
∞
ゆ
一
-
一
∞
印

(
ω
)
h
o
z
c
m
2・。
O
L
ぬ
ゆ
ミ
2
・2
(
〉〉・

(
5
)

但
し
、
ノ
l
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
は
、
「
実
質
上
の
株
主
」
な
る
文
字
を
入
れ
て
い
な
い
。

(
7
〉
申
立
株
主
は
、
社
外
株
の
二
五
%
以
上
を
保
有
す
る
者
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

(
8
〉
列
。
冨
自
民
自
-
ι
m
-
F仲
間
芯
除
旬
。
唱
司
門
U
G
-
-
ω
O
H
W
M
D

〉
3
・
N
g
-
U
N
C
E
D
E
-

印ω
0
・
二
N

Z

・肘・一
O
∞印〈一回一品〉・

(
9
)

問
。
者
同
5

0
同町〉自ロ凹巾
g
g件。
0
・・一
ω
O
V
F
D

〉問者
-
A
ω

∞(一
U
N
O
〉・
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a 

. 

(
問
)
旧
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
法

(nog-
の
g
・
2
巳
・
湖
沼
Mm
公
定
回
〉
)
の
「
会
社
を
解
散
す
る
正
当
か
つ
十
分
な
理
由
、
が
あ
る
と
き
」
に
関
し
て
、

関
H

同一-〈・阿内包]一-一品一の
G
ロロ

ω
日
目
・
呂
田
〉
・
同
仏

-m
印
(
-
S
A
)

・

(
什
)
旧
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
法
に
関
し
て
、

F
S
H
〈
-
C
E
g仏
ω
2
8向。

(UD---ω
∞
の
D
E
-
-
∞
・
∞
一
〉
-
N
円山主
N
(
-
g
c
・
こ
れ
は
、
取
締
役
会

の
決
定
は
全
員
一
致
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
旨
の
株
主
聞
の
合
意
が
あ
っ
た
た
め
に
行
き
詰
り
が
生
じ
、
解
散
が
求
め
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
が
、

「
意
見
の
対
立
は
、
会
社
の
業
務
の
執
行
を
不
可
能
と
せ
し
め
る
も
の
で
な
い
限
り
解
散
の
理
由
と
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
公
rE-
竺
〉
・

N

ハ由主

同

M
-
h
f
f《
)
。

旧
ア
イ
オ
ワ
州
法
2
0
4
〈問。

c
p
〉
ロ
ロ
・
掛
-
白
色
(
一
∞
U
3
・
閥
会
-
-
m
m
(
3
2〉
〉
及
び
旧
イ
リ
ノ
イ
州
法
(
巴
?
岡
山
2
・
ω同ωH
・

s・
ωN
即日間

〈
一
忠
一
)
)
の
「
会
社
を
解
散
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
」
に
関
し
て
、
の
る
言
同
N

〈・。
c
r
g
w
M
ω
∞
巨
・
〉
問
者
-
N
N
吋(-UM
印〉
u

ピ
ロ
N
広

n
a
E
l

四
ω
円
。
仏
切
言
。
0・
〈
・
。
c
z
p
N
ω
∞
HZ-
〉
宅
-
同
日
吋
(
一
∞
凶
Y
H
ν
E
S
2
〈・阿
C
H
S・
-ω
∞
H
0
5
N印U
・
ご
印

2
・
4
〈・

5ω
日
(
E
G
g
-
例
え
ば
、
最

初
に
挙
げ
た
判
例
で
は
、
株
主
が
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
株
式
を
保
有
す
る
二
つ
の
派
闘
に
分
裂
し
て
取
締
役
の
選
任
に
つ
い
て
合
意
し
え
な
い
た
め
に
行

き
詰
り
が
生
じ
、
解
散
が
求
め
ら
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
「
詐
欺
も
し
く
は
支
払
不
能
の
事
実
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
単
な
る
株
主
間
或
い
は
取
締

役
間
の
意
見
の
対
立
は
解
散
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て

CZι
・州民同》・

M
ω
C
、
申
立
を
棄
却
し
て
い
る
。

(二ヰ

以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
く
会
社
の
強
制
解
散
は
、
殆
ん
ど
の
州
の
制
定
法
に
規
定
が

置
か
れ
、
件
例
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
解
散
判
決
制
度
の
適
用
範
囲
を
確
認
・
明
確
化
し
て
、
取
締
役
及
び
株
主
の
意
見
の
対
立
に
よ

り
生
じ
た
会
社
運
営
の
行
き
詰
り
、
取
締
役
な
ど
の
会
社
支
配
者
の
詐
欺
的
行
為
及
び
不
当
な
会
社
経
営
な
ど
、
裁
判
所
が
解
散
を
命
じ

株主の解散判決請求権

う
る
場
合
を
具
体
的
か
つ
個
別
的
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
法
が
解
散
を
命
じ
う
る
場
合
を
具
体
的
・
個
別
的
に
規
定
し

て
い
る
点
は
、
後
述
す
る
イ
ギ
リ
ス
法
及
び
大
陸
法
諸
国
が
非
常
に
抽
象
的
な
規
定
の
仕
方
を
し
て
い
る
の
と
比
較
す
る
上
で
、
大
き
な

特
色
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
個
別
的
規
定
の
適
用
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
は
一
般
的
に
厳
格
な
解
釈
を
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

行
き
詰
り
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
取
締
役
及
び
株
主
の
分
裂
の
割
合
・
取
締
役
の
数
を
特
定
し
て
い
る
州
で
は
、
そ
の
要
件
を
厳
格

に
解
釈
し
、
行
き
詰
り
に
よ
り
会
社
或
い
は
株
主
に
損
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
州
で
は
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
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一説

れ
て
い
る
場
合
、
或
い
は
会
社
が
支
払
不
能
に
陥
い
る
お
そ
れ
の
な
い
場
合
に
は
解
散
は
認
め
ら
れ
な
く
、
ま
た
、
会
社
支
配
者
の
詐
欺

的
行
為
及
び
不
当
な
会
社
経
営
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
取
締
役
な
ど
が
株
主
の
利
益
を
無
視
し
て
会
社
を
経
営
し
て
い
る
事
実
が
あ

論

つ
で
も
会
社
が
損
害
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
解
散
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
、
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
会
社
が
損
害
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
事
実
の
み
で
解
散
を
認
め
な
い
裁
判
所
の
態
度
に
対
し
て
は
、
学
説
上

の
批
判
が
多
い
。
そ
し
て
特
に
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
関
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
株
主
聞
の
信
頼
関
係
が
破
綻
し
、
和
解
の
余
地
が
な
い

よ
う
な
場
合
、
或
い
は
、
取
締
役
・
多
数
株
主
な
ど
が
利
益
配
当
を
故
意
に
せ
ず
、
少
数
株
主
の
利
益
を
無
視
し
て
会
社
を
経
営
し
て
い

る
場
合
、
な
ど
に
つ
い
て
は
株
主
の
利
益
を
保
護
し
、
救
済
を
与
え
る
方
法
と
し
て
の
解
散
判
決
制
度
の
必
要
性
を
考
慮
し
て
、
制
定
法

を
弾
力
的
に
適
用
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
方
で
は
、
解
散
判
決
制
度
が
会
社
の
解
散
と
い
う
会
社
そ
の
他
の
関
係
者

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
非
常
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
解
散
に
代
わ
る
救
済
方
法
に
よ
っ
て
株
主
の
利
益
の
保
護
を
は
か
る
方
法
を
立

法
に
よ
っ
て
与
え
る
こ
と
の
必
要
性
も
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
で
、
行
き
詰
り
に
関
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
閉
鎖
的
な
会
社

の
特
質
を
考
慮
し
て
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特
別
の
規
定
を
設
け
て
い
る
州
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
裁
判
所
に

会
社
の
た
め
の
保
管
者
及
び
仮
取
締
役
の
任
命
権
を
与
え
、
会
社
事
業
の
消
滅
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
行
き
詰
り
を
打
開
す
る
方
法
を
立

法
に
よ
っ
て
積
極
的
に
認
め
て
い
る
州
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
更
に
、
い
く
つ
か
の
州
で
、
強
制
解
散
の
申
立
が
な
さ
れ
た
場
合

に
、
解
散
に
反
対
す
る
株
主
に
、
申
立
株
主
の
株
式
を
裁
判
所
が
決
め
た
公
正
な
価
格
で
買
取
る
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
解
散
を

回
避
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

例
え
ば
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
一
般
会
社
法
(
わ
即
日
・

noH℃
-
n
o骨
謬

怠

ω
∞l
品
。
旬
。
〉
の
、

「
会
社
の
強
制
解
散
を
求
め
る
訴
に
お
い

て
、
会
社
の
社
外
株
の
五

O
M以
上
の
保
有
者
は
、
原
告
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
株
式
を
公
正
な
現
金
対
価
を
以
て
買
取
る
こ
と
に
よ

り
、
財
産
管
理
人
の
任
命
も
し
く
は
会
社
の
解
散
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
、

メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
一
般
会
社
法
(
〉

5
・
。
。
骨
・
宮
内
凶
・
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生

• 

曲ユ
-
N
ω
m
H
C
m
v
(
口
)
〉
の
、

「
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
営
業
の
継
続
を
望
む
株
主
は
、
原
告
に
よ
り
所
有
さ
れ
て
い
る
株
式
を
公
正
な
対
価

を
以
て
買
取
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
の
解
散
も
し
く
は
財
産
管
理
人
の
任
命
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
も

の
で
あ
足
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
規
定
(
い
わ
ゆ
る
宮
可
l
o
E
2
2
5
$
は
、
会
社
が
ゴ

l
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
l
ン
と
し
て
継
続
す

る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
を
望
む
株
主
の
利
益
を
考
慮
し
、
会
社
企
業
の
維
持
と
少
数
株
主
の
利
益
保
護
と
の
調

和
を
は
か
っ
た
、
最
も
望
ま
し
い
立
法
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
r

な
お
、
解
散
判
決
を
請
求
し
う
る
株
誌
の
資
格
に
つ
い
て
、
半
数
以
上
の
州
で
は
、
保
有
株
式
数
に
制
限
を
設
け
ず
、
単
独
株
主
権
と

ア
メ
リ
カ
法
が
株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
を
広
く
認
め
、
各
個
の
株
主
に
よ
る
監
督
権
の
強
化
を
は
か
つ
て
い
る

い
く
つ
か
の
州
で
は
、
こ
の
株
主
の
請
求
権
が
濫
用
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
意
図
切
戸
会
社
の
社
外
株
式
ま

一
定
の
保
有
期
間
を
併
せ
て
要
求
し
て
い
る

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
が
、

た
は
議
決
権
株
式
の
一
定
の
割
合
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
者
に
制
限
し
て
お
り
、
ま
た
、

州
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
株
主
の
資
格
の
制
限
は
、
会
社
運
営
の
行
き
詰
り
を
理
由
と
す
る
解
散
の
申
立
の
場
合
に
は
、
会
社
の
株
主
或
い
は

取
締
役
の
意
見
が
等
し
く
分
裂
し
て
い
る
た
め
に
行
き
詰
り
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
申
立
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
ま
た
、

一
定
期
間
取
締
役
を
選
任
し
え
な
い
こ
と
、
或
い
は
、
会
社
の
営
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
株
主
間
或
い
は
取
締
役

(斗

聞
の
意
見
の
対
立
に
よ
り
躍
着
状
態
が
あ
る
程
度
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
際

上
は
、
株
主
の
解
散
請
求
権
を
制
限
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
制
限
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
主
と
し

て
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
み
ら
れ
る
、
株
主
総
会
或
い
は
取
締
役
会
の
定
足
数
・
決
議
要
件
を
法
定
以
上
に
加
重
し
て
い
る
た
め
に
行
き
詰

株主の解散判決請求権

り
が
生
じ
た
場
合
の
少
数
株
主
に
よ
る
解
散
の
申
立
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
と
、
こ
れ
も
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
多
く
み
ら
れ
る
、

取
締
役
・
多
数
株
主
な
ど
が
一
部
少
数
株
主
の
利
益
を
無
視
し
て
会
社
を
経
営
し
て
い
る
場
合
の
少
数
株
主
に
よ
る
解
散
の
申
立
を
制
限

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

閉
鎖
的
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、

そ
こ
で
、

第
三
者
に
対
す
る
株
式
の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
、

北法23(3・53)515



説

会
社
の
株
式
が
取
引
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
点
か
ら
、
こ
の
請
求
権
が
会
社
荒
し
の
た
め
な
ど
に
濫
用
さ
れ
る
お
そ

保
有
株
式
数
に
よ
る
制
限
を
余
り
加
重
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い

論

る?れ
O~ ヵ:

少
な
L 、

と
を
指
摘
し

立
法
論
と
し
て
、

最
後
に
、
他
の
方
法
に
よ
る
解
散
の
場
合
と
同
じ
く
、
解
散
判
決
が
な
さ
れ
る
と
会
社
は
そ
の
存
在
を
消
滅
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
各
州
の
制
定
法
は
、
解
散
後
の
手
続
と
し
て
、
会
社
は
清
算
の
目
的
の
た
め
に
な
お
存
続
す
る
も
の
と
し
、
会
社
債
権
の
回
収
、
債
権

者
へ
の
弁
済
、
及
び
残
余
財
産
の
株
主
へ
の
分
配
な
ど
に
つ
い
て
の
清
算
手
続
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
解
散
判
決
の
よ
う
な
裁
判

所
に
よ
る
強
制
解
散
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
州
は
、
裁
判
所
が
清
算
の
た
め
の
財
産
管
理
人

2
5己
骨
包
括

5
8
-
2
6
を
任
命

し
て
財
産
管
理
人
の
職
務
及
び
権
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
裁
判
所
の
許
可
な
く
し
て
営
業
行
為
或
い
は
清
算
事
同
が

な
さ
れ
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
差
止
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、
裁
判
所
の
監
督
に
よ
る
清
算
方
法
を
規
定
し
て
い
る
。

(
1
)

目
口
同
町
、
右
-
n
片
付
」
苦
-
一
∞
口
l
S
品
、
一
包
l-
勾・

2
c
F
8・
2
了
合
同

G
S
F
-
m
2・
忠
-u
・吋∞
ω
・
テ
ィ
ン
グ
ル
は
、
解
散
判
決
制
度
、
か
必
ず
し

も
最
後
的
な
救
済
方
法
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
し
た
一
九
四
八
年
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
二
二
五
条
二
項
の
規
定
を
高
く
評
価
し
て
い
る
(
ま
ι・
三
者
-

m
0
・一∞
ω
〉。

(
2
)
吋
百
四
-
p
c同y
n
F了
間
同
司
句
・

2
1
8
・

(
3
)

現
在
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
の
ほ
か
四
州
で
な
さ
れ
て
い
る
。
。

0
5・
0
2・
ω仲
良
湖
↓

C
M

山
富

S
F

阿
川

2
・
(
u
a
o
〉ロロ
-
Z
5
iご
M
品
件
。
一
m
l
二
M

コω
・
。
・
の
司
令
〉
ロ
ロ
蜘

-
N
-
M
ω
U
4
ぐ
・
〈
p
h
o
品。吻

ω
0
8
・
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
六
州
は
い
ず
れ

も
、
裁
判
所
に
よ
る
価
格
の
決
定
の
手
続
を
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
+
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
は
、
裁
判
所
は
株
式
貿
取
命
令
の
ほ
か
、

定
款
・
附
属
定
款
の
規
定
の
取
消
も
し
く
は
変
更
、
株
主
総
会
決
議
そ
の
他
の
会
社
の
行
為
の
無
効
も
し
く
は
取
消
、
株
主
・
取
締
役
・
役
員
な
ど
の

行
為
の
監
督
も
し
く
は
禁
止
、
の
命
令
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

(
4
〉

M
0
・
5
m
F
C
司
-
a
f
帥∞
-MU
閉

y
N
ω
ω

・
-
∞
包

ω
ロ
宅
・
抑
∞
・
ω
一
司
'
一
合

v
Z
O
E
m
s
p
a
-
n
F
f
h
#
o
n
-
-
E
B・
V
-
m
2・
2
司
-
E甲山、ロロ
m-P

。司
-nFF-
宅
・
一
∞
∞

2
ω
2・引の
c
g
S
F
。匂
-
n
r・
-
呂
田
町
巧

2
・
F
-
M
N
0
4
・
巳
司
・

-Nω
吋・
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• 

〈

5
〉
な
お
、
州
に
よ
っ
て
は
、
会
社
運
営
の
行
き
詰
り
の
場
合
の
強
制
解
散
の
申
立
を
、
株
主
の
ほ
か
取
締
役
に
も
認
め
て
い
る
。
の
え
・
。

c
q
。
a
o

明
会
印
己

(ω
〉
(
会
社
の
半
数
以
上
の
〉
二
U
G
E
-
の
2
・
2
m
ゲ
〉
ロ
ロ
・
申
一
0
0
(
白
〉
h
H
4
・
』
・
2
2
・
〉
ロ
ロ
・
蜘
手
〉
二
日
l
吋

uri--同
君
・
ω
S
?
抑
芯
一
口

工
ω
(
回
)
(
過
半
数
の
)
U
O
E
O
-
H
U
〈
・
(
υ
a
o
k
F
5
・
明
日
吋
0
・
2
(
品
)
ハ
過
半
数
の
ご
剛
山
富
-
ω
E
-
k
r
g
-
帥
-
吋
1
4
8
ω
・

(
6
)
回
t
rロ江口
p
d切
・
2
了
間
以
・
コ
吋
U
吋
百
四

-
p
c旬
-
a
f
沼
y

印∞・5ω・

(
7
〉
、
ロ
ロ
向
日
P
8・
nu--3・
5
ω
i
Z
吋
・
な
お
、
こ
の
点
で
、
ニ
ュ

l

・ヨ
i
ク
州
法
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
取
締
役
会
の
行
為
に
必
要
な
決
議
要

件
及
び
取
締
役
選
任
の
た
め
の
株
主
総
会
の
決
議
要
件
が
加
重
さ
れ
て
い
る
場
合
に
保
有
株
式
数
の
制
限
を
軽
減
し
て
い
る
こ
と
、
は
注
目
さ
れ
る
。

z・
J
ヘ
・
∞
ロ
?
の
G
弓
・
戸
ω
司
師
一
一
O
K
F
(

『〉
'
n
h
・
、
Z
'
J
へ
'
。
g
-
H
L
当
湖
一
ο
ω
(
ω
γ
(
一
U
N
ω
)
・

(
8
)
ω
2
F
間
二
〉
・
切
・
〉
・
7
向
。
ι
ι
ω
5
・
〈
U
2
匂
・
〉
己
申
明
白
∞
i
5
0
2
8
5
・

第
二
節

イ
ギ
リ
ス
法

緒

説

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
る
強
制
解
散
(
n
O
B
吉

-s弓
F
吉
正
E
Z
P
三
ロ
円
四
宮
町
州
ロ
℃
一

σ可
手
巾
円
。
ロ
ス
〉
が
行
な
わ

れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
現
行
一
九
四
八
年
会
社
法
二
二
二
条
が
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
裁
判
所
は
つ
ぎ
の
場
合
に
、
強
制
解

(斗

散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

株主の解散判決請求権

(a) 

会
社
が
特
別
決
議
に
よ
っ
て
強
制
解
散
の
申
立
を
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
場
合
。

)
 

L
日(
 
会
社
登
記
官
吏
に
法
定
の
報
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は
、
法
定
の
総
会
を
聞
か
な
か
っ
た
場
合
。

会
社
が
、
そ
の
設
立
後
プ
年
以
内
に
営
業
を
開
始
し
な
い
か
、
ま
た
は
一
年
間
営
業
を
停
止
し
た
場
合
。

社
員
の
数
が
減
少
し
、
私
会
社
Q
H
F
g
g
g
B
宮
ロ
可
〉

(d) (c) 

に
あ
っ
て
は
二
人
未
満
に
な
っ
た
場
合
、
他
の
会
社
に
あ
っ
て
は
七
人

未
満
に
な
っ
た
場
合
。

北法23(3・55)517



説

会
社
が
そ
の
債
務
の
支
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
。

会
社
を
解
散
す
る
の
が
正
当
か
つ
衡
平
で
あ
る
(
官

2
2
ι
2巳
仲
間
乞
巾
〉
と
、
裁
判
所
が
認
め
た
場
合
。

ま
た
、
こ
の
強
制
解
散
の
申
立
が
で
き
る
者
は
、

ω
会
社

ω
会
社
債
権
者

ω
株
主

(
S
E江
E
Z弓〉

ω

理
人
(
。

EnF己
2
口
包
括
品
川
W

商
務
省
(
切

S
H与
え

叶

E
骨
)
と
な
っ
て
い
る
(
同
法
二
二
四
条
〉
。

右
の
六
つ
の
強
制
解
散
事
由
の
う
ち
、
制
は
、
実
質
的
に
は
任
意
解
散
を
求
め
る
方
法
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、
株
主
総
会
が
強
制
解
散

の
申
立
を
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
例
は
、
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
)
。
ま
た
、
刷
、
料
、

ωは
、
法
律
に
よ
る
変
。
官
同
阻
止
。
:
ご
曲
者
〉
解

散
事
由
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
公
益
維
持
を
目
的
と
し
た
強
制
解
散
事
由
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
例
の
営
業
の
不
開
始
ま
た
は
停
止
を

理
由
と
す
る
解
散
の
申
立
が
あ
っ
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
そ
の
会
社
が
営
業
を
開
始
ま
た
は
再
開
す
る
意
思
が
全
く
な
い
こ
と
を
認
め

た
場
合
に
、
は
じ
め
て
、
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
裁
判
所
に
強
制
解
散
が
求

め
ら
れ
る
例
と
し
て
、
ま
た
、
会
社
関
係
者
の
私
的
利
益
の
保
護
と
救
済
を
求
め
る
方
法
と
し
て
、
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
例
お
よ
び
仰
を
理
由
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
の
会
社
が
そ
の
債
務
の
支
払
と
す
る
，
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
と
す

る
申
立
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
会
社
に
は
破
産
法
の
適
用
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
(
切

g
w
E宮
司
〉

n
F
E
E
-
8
n・
H
N
S
、
強
制
解
散

が
求
め
ら
れ
る
事
由
の
最
も
一
般
的
な
場
合
と
な
っ
て
い
る
が
ザ
こ
の
場
合
の
申
立
は
、
通
例
、
会
社
債
権
者
に
よ
っ
て
な
さ
い
勺
株
主

(f) (e) 

論

官
選
財
産
管

が
会
社
の
支
払
不
能
を
理
由
と
し
て
強
制
解
散
の
申
立
を
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
け
だ
し
、
会
社
に
支
払
能
力
が

か
っ
、
会
社
に
株
主
に
分
配
し
う
る
利
益
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
株
主
は
会
社
の
解
散
を
求
め
る
利
益
を
有
し
な
い
と
さ
れ

【

8
}

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
株
主
が
会
社
の
強
制
解
散
を
求
め
る
通
常
の
場
合
は
、
的
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

あ
り
、そ

こ
で
、

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
、
一
株
主
に
会
社
の
強
制
解
散
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
申
立
て
ら
れ
た
事
情
が
、
「
会
社
を
解
散

す
る
の
が
正
当
か
つ
衡
平
で
あ
る
と
裁
判
所
が
認
め
た
場
合
」
に
あ
た
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
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a

・
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.! 

同

(
1
)

イ
ギ
リ
ス
法
も
、
ア
メ
リ
カ
法
と
同
様
、
解
散
と
清
算
と
を
概
念
的
に
区
別
し
な
い
で
、
正
日
仏

5
8・
5
E
5岡
高
と
い
う
概
念
の
な
か
に
両
者

を
含
ま
し
め
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
法
が
認
め
る
解
散
(
清
算
〉
に
は
、
そ
の
他
に
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
(
議
決
権
あ
る
株
式
の
四
分
の
三
の
多
数
決
)
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
る
任
意
解
散

(
g
-
g
g
q
d
s昼
指
名
)
と
、
裁
判
所
の
監
督
に
よ
る
任
意
解
散
(
三
昼
高
石

E
仏
R
8
3
a宮
口
)
が
あ
り
、
前
者
は
、

会
社
に
支
払
能
力
が
あ
る
場
合
に
行
な
わ
れ
る
株
主
に
よ
る
任
意
解
散
と
、
し
か
ら
ざ
る
場
合
に
行
な
わ
れ
る
会
社
債
権
者
に
よ
る
任
意
解
散
に
分
れ

る
こ
九
四
八
年
会
社
法
二
七
八
条
以
下
〉
。
ま
た
、
後
者
は
、
任
意
解
散
を
し
た
会
社
の
清
算
人
が
、
裁
判
所
の
監
督
の
下
に
清
算
を
行
な
う
も
の

で
あ
る
(
同
法
一
三
一
条
以
下
)
。
そ
し
て
、
会
社
の
解
散
を
求
め
る
方
法
と
し
て
、
圧
倒
的
多
数
は
、
任
意
解
散
が
用
い
ら
れ

(FERω
の
O
B宮ー

ロ可

F
ω
F
N
-
a・
3g-
丘
署
・
ロ
印

-
a
s、
例
え
ば
、
一
九
六
六
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ

i
ル
ズ
に
お
い
て
解
散
が
な
さ
れ
た
一
一
、
四

四
六
社
中
、
強
制
解
散
に
よ
る
も
の
は
九
三
四
社
で
あ
る
(
の
V

旦
g当
9
2
Y
の
O
B
3ミ
ピ
タ
∞

a・
呂
田
∞
・

ω仲間
M-ω
印印)。

な
お
、
強
制
解
散
命
令
が
出
る
と
、
裁
判
所
が
清
算
人
を
選
任
し
、
こ
の
清
算
人
が
裁
判
所
、
商
務
省
(
回
富
三
え
吋
お
仏
ゆ
)
、
検
査
委
員

(
8
B
5
7

5
0同
F
E
E
D
g〉
の
監
督
の
下
で
清
算
事
務
で
行
な
う
(
同
法
二
三
七
条
以
下
〉
。

(

2

)

同JLgop
の
og宮口可

F
R
a
g
z
(一
白
色
・

3
印
M
Y
F吋
片
岡
句
匂
・

2
・

(
3〉
イ
ギ
リ
ス
法
が
、
公
益
維
持
の
面
も
会
社
関
係
者
の
私
的
利
益
の
保
護
の
面
も
と
も
に
一
般
的
な
利
益
保
護
の
問
題
と
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
強
制

解
散
な
る
項
目
の
も
と
に
統
一
し
て
規
定
し
て
い
る
点
は
、
特
異
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
同
の
強
制
解
散
事
由
は
、
わ
が
法
の
五
八
条
第
一
項
第
二
号
の
解
散
命
令
事
由
の
母
法
と
な
っ
て
い
る
(
奥
野
ほ
か
・
株
式
会
社
法
釈
義
九

頁
)
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
三
五
三
条
は
、
登
記
簿
上
の
会
社
が
事
実
上
活
動
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
一
定
の
手
続
を
経
て
会
社

登
記
官
吏
が
職
権
で
会
社
登
記
の
抹
消
を
す
る
こ
と
を
認
め
て
、
清
算
を
行
な
わ
ず
に
会
社
を
消
滅
せ
し
め
る
制
度
を
設
け
て
お
り
、
こ
の
制
度
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
わ
が
国
で
も
立
法
論
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
(
「
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
項
」
第
二

O
〉。

(
4
)
p
-
n
E
a
-
B
予
ゅ
の
O
自問出口

5
〉
n
Z
(
一
ω
a
L回目吋
γ
司・品目

N引

N
E
-
g巾『
-nog宮口可
F
R
a
g
g
w
司・

ωNU円
リ

V
包
2
4匂
a
p・
2
間宮・同

yω
可・

な
お
、

ωを
理
由
と
す
る
申
立
は
、
株
主
に
限
り
な
し
う
る
が
ご
九
四
八
年
会
社
法
二
二
四
条
一
項

ω〉
、
こ
の
場
合
、
裁
判
所
は
、
解
散
命
令

を
な
す
代
り
に
、
法
定
の
報
告
を
提
出
す
べ
き
旨
ま
た
は
総
会
を
開
く
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
(
同
法
二
二
五
条
三
項
削
。
な
お
、
向
法
一

三
O
条
参
照
)
。
ま
た
、
仙
の
、
社
員
の
数
が
法
定
数
以
下
に
な
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
解
散
の
申
立
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
詐
欺
的

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
他
の
ヰ
車
天
な
理
由

(
E
Z
S己
正
同
g
Zロ
)
が
な
い
限
り
、
解
散
を
命
じ
な
い
傾
向
に
あ
る
(
切

REq-ω
口哲

ω・忠

株主の解散判決請求権
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説

匂

-
K
3
ω
)
。

(
5
)
N
E
-
g
p
の
OBU陪ロ可同

νRaga-
司・

ω
?
の
o
g宮口可円、

2
・司
-
U
T
(リZ
H
F
g
a
r
-
ω
Z
u
g
-
匂・

8
吋
・
い
か
な
る
場
合
に
会
社
が
支
払
木

能
の
状
態
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
定
を
設
け
(
一
九
四
八
年
会
社
法
二
二
三
条
)
、
申
立
人
に
便
宜
を
与
え
て
い
る
。

(
6
)

そ
れ
ゆ
え
に
、
強
制
解
散
の
申
立
の
大
多
数
は
、
会
社
債
権
者
に
よ
り
な
さ
れ

(FER-ω
の
O
B司自可

C
4
3
2
同y

三
ご
の
043F
吋
宮
市
ユ
ロ
l

己主
2
0同
窓
&
耳
目
。
。
呂
田
出
口
可

C
d〈・

ωa-
一ug-ω
仲間》・

2
3
、
例
え
ば
、
一
九
六
六
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ

l
ル
ズ
に
お
い
て
強
制

解
散
の
申
立
が
な
さ
れ
た
一
、
五

O
三
件
中
一
、
三
八
五
件
が
会
社
債
権
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
(
の
r
E
g当局同
F
凹
品
目
・
白
仲
間
ν
・8
3。

(
7
〉

F
-
B
2
.
目
。
。
自
宮
口
可
行
ωdF
司
・
三
品
目
。
。
君
。
HW
凹己目》包・司・

2
u
u
(リ宮『
]2者
2
5・
E
官。・司・

ω
白
吋
・
も
っ
と
も
、
こ
の
原
則
は
、
株
主
に
よ
る

的
の
「
会
社
の
解
散
が
正
当
か
つ
衡
平
で
あ
る
」
こ
と
を
理
由
と
す
る
解
散
の
申
立
が
、
会
社
が
そ
の
計
算
書
類
及
び
会
社
の
業
務
に
関
す
る
情
報
を

開
示
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
、
会
社
に
株
主
に
分
配
し
う
る
利
益
が
あ
る
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
場
合
に
は
、

適
用
さ
れ
な
い
百
州
w
E
R
F
E
-
u
o
o
Z『-
F
E
-
u
の
V
邑
自
宅
島
昏
-
F
E
-
V
な
お
、
一
九
四
八
年
ム
E

社
法
の
改
正
に
つ
い
て
勧
告
を
行
な
っ
た
会

社
法
委
員
会
〈
ジ
ェ
ン
キ
γ
ス
委
員
会
〉
は
、
株
主
の
強
制
解
散
の
申
立
が
株
主
に
分
配
し
う
る
資
産
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
の
み
で
否
定
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
、
を
勧
告
し
て
い
る
(
岡
山
8
2円
。
町
長
め
の
C
B窓
口
可
。
O
B自
E
2・-田町
N・
同
面
白
・
印
O
ω
(
}
戸〉〉。

(
8
)
F
E
Oへ
的
。
。
ョ
宮
口
同

HhdF
司・

2
T
宮
内
吾
g
o
p
d司
宮
島
ロ
m
z旬。ロ

H
Z
J
E
;邑
開
宮
F
S
E
R
-
C
B
E
E
-
M吋
冨

aqロ
F
-
m
o〈・

(
-
一
山
田
品
)
日
∞
N

・
ω門
司
-

M
∞

ω
・

論

強
制
解
散
の
申
立
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
会
社
、
会
社
債
権
者
、
官
選
財
産
管
理
人
、
商
務
省
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
勺
株
主

が
強
制
解
散
の
申
立
を
す
る
た
め
に
は
、
株
主
の
数
が
法
定
数
以
下
に
な
っ
た
場
合
の
ほ
か
、
こ
の
者
が
、
設
立
当
時
か
ら
の
株
主

FmFロ
己
主
吉
伸
丹
巾
巾
)
で
あ
る
か
、

ま
た
は
、
過
去
一
八
カ
月
の
う
ち
六
カ
月
間
引
続
い
て
株
主
名
簿
上
の
株
主
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
こ

九
四
八
年
会
社
法
二
ニ
四
条
一
項
例
)
。

こ
の
よ
う
な
株
主
の
資
格
の
制
限
は
、
会
社
荒
し
の
た
め
に
強
制
解
散
の
申
立
が
な
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
必
要
か
ら
設
け
ら
れ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
株
式
保
有
数
に
よ
る
制
限
を
設
け
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

主
に
も
申
立
権
を
認
め
て
い
日
。
そ
し
て
、
株
主
の
強
制
解
散
申
立
権
を
附
属
定
款

一
定
期
間
株
主
で
あ
っ
た
従
前
の
株

(RHFn-g〉

に
よ
っ
て
剥
奪
し
た
り
制
限
す
る
こ

北法23(3・58)520
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• 

(
4〉

と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

(斗

(
1
)

イ
ギ
リ
ス
法
は
、
商
務
省
(
切
S
与

え

吋

EO〉
が
会
社
の
業
務
を
調
査
す
る
た
め
に
検
査
役

(
5
3
Z
)
を
選
任
す
る
権
限
を
大
幅
に
認
め
、

二
O
人
以
上
の
株
主
ま
た
は
発
行
済
株
式
総
数
の
一

O
分
の
一
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
が
請
求
す
る
と
き
こ
九
四
八
年
会
社
法
一
六
四
条
〉
、
及

び
、
会
社
が
特
別
決
議
を
以
て
求
め
、
ま
た
は
、
裁
判
所
が
調
査
命
令
を
発
し
た
と
き
(
同
法
一
六
五
条
例
〉
に
は
、
検
査
役
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
更
に
、
会
社
の
業
務
執
行
に
関
し
詐
欺
、
非
行
、
一
部
の
株
主
に
対
す
る
抑
圧
な
ど
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
、
商
務
省
が
職
権
で
検
査
役
を
選

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
(
同
法
一
六
五
条
刷
)
。
そ
し
て
、
商
務
省
は
、
そ
の
選
任
し
た
検
査
役
の
報
告
書
か
ら
、
会
社
を
解
散
す
る
の

が
公
益
に
合
致
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
解
散
を
正
当
か
つ
衡
平
と
認
め
る
と
き
を
理
由
と
し
て
、
解
散
の
申
立
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
九
六
七

年
会
社
法
三
五
条
。
な
お
、
一
九
四
八
年
会
社
法
一
六
九
条
三
項
参
照
〉
。
そ
こ
で
、
徐
主
が
商
務
省
に
こ
の
権
限
の
行
使
を
説
得
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
株
主
は
自
分
で
費
用
を
負
担
し
な
い
で
自
己
の
権
利
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
(
の
2
2ア
皆
目
ゅ
の

8
5
m
g

z
z
z
=
F
U
U
F
S仏
〉

B
3
8ロ
の
o
H
宮

E
-
s
C
F
2
国
防
円
〈

-
F
.
岡
山

2
・
民
間
》
・
一
ω
∞∞〉。

官
選
財
産
管
理
人

(OB円
E
H
R
2
2『
)
に
よ
る
申
立
は
、
会
社
が
す
で
に
任
意
解
散
を
し
て
い
る
場
合
に
な
し
え
、
し
か
も
、
裁
判
所
は
、
任
意

清
算
ま
た
は
裁
判
所
の
監
督
に
よ
る
清
算
を
継
続
し
て
も
会
社
債
権
者
ま
た
は
株
主
の
利
益
を
十
分
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
た
場

合
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
申
立
に
も
と
づ
き
解
散
命
令
を
な
し
え
な
い
(
一
九
四
八
年
会
社
法
二
二
四
条
二
項
)
。

な
お
、
会
社
は
、
通
常
、
任
意
解
散
を
選
ぶ
の
で
、
強
制
解
散
の
申
立
を
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る

(
E
E角
ぶ
の

c
g冨
ミ

C
F
ω
仲間
Y

豆一)。

(
2
)
M
M
ω
-
s
o
p
ω
ロ
司
自
・
司
・
吋
全
引
の

Z
ユ
自
当
日
同
7
・
0
司
・
巳
了
間
y
ω
弓・

(
3
)

イ
ギ
リ
ス
法
は
、
申
立
を
な
し
う
る
株
主
を

gロ
E
E
g
q
と
い
う
文
字
で
用
い
て
お
り
、

gロ
包

E
g
q
と
は
、
会
社
の
清
算
の
場
合
に
会
社

の
財
産
を
以
て
会
社
の
債
務
及
び
清
算
費
用
を
償
い
え
ぬ
不
足
部
分
を
追
加
出
資
す
る
義
務
あ
る
者
、
と
定
義
し
(
一
九
四
八
年
会
社
法
一
一
一
一
三
条
Y

そ
れ
に
は
、
現
在
の
株
主
及
び
一
定
の
従
前
の
株
主
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
(
同
法
二
二
一
条
)
。

(

4

)

(

リ

y
邑
2
4君主
y
o司・

2
J
匂・

ω
ヨ
-
H
N
0
3
2と
の
c
E
冨
S
E
E
L
-
〔
一
∞
∞
∞
〕
一
。
r--NN
で
は
、
二
人
の
取
締
役
の
同
意
が
あ
る
場
合
、
株

主
総
会
の
解
散
決
議
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
申
立
人
が
会
社
の
株
式
資
本
の
五
分
の
一
以
上
を
有
し
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
解
散
の
申
立
を
な
し

え
な
い
旨
の
附
属
定
款
の
定
め
に
つ
い
て
、
「
強
制
解
散
の
規
定
は
、
株
主
に
附
属
定
款
の
定
め
に
よ
っ
て
も
奪
わ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
を
与

え
る
た
め
に
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
の
制
限
を
無
効
と
し
て
い
る
。
な
お
、
会
社
が
故
意
に
名
義
書
換
を
怠
り
株
主
の
解
散
申
立
権

株主の解散判決請求権
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説

を
奪
う
こ
と
、
も
許
さ
れ
な
い
(
冨
n
z
a
g
p
吋

Z
E当
え
の
og宮
ミ
ピ
占
包
含
同
町
田
口
-
一
回
目
白
・
同
y
U
3
。

論

〔ニ〕

正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
強
制
解
散

さ
て
、
株
主
に
会
社
の
強
制
解
散
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
申
立
て
た
事
情
が
、
主
と
し
て
、

一
九
四
八
年
会
社
法
二
二
二
条

の
号
の
「
会
社
を
解
散
す
る
の
が
正
当
か
つ
衡
平
で
あ
る
(
吉
田
仲
白

E
Z己
S
E巾
)
と
、
裁
判
所
が
認
め
た
場
合
」
に
あ
た
る
か
ど
う
か

に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
二
二
二
条
の
号
の
正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
強
制
解
散
の
規
定
は
、
泊
革
的
に
は
、
す
で
に
、
最
初
の
総

括
法
で
あ
る
一
八
六
二
年
会
社
法
七
二
条
例
号
に
み
ら
れ
て
お
い
い
現
在
に
お
い
て
も
、
株
主
相
互
間
の
信
頼
関
係
に
基
礎
を
置
く
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
て
フ
法
理
の
名
残
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
お
「
と
こ
ろ
で
、
当
初
に
お
い
て
は
、
の
号
の
事
由
は
、
裁
判
所
が
強
制
解
散
を
命

じ
う
る
例
号
乃
至
糾
号
(
一
八
六
二
年
法

ω号
乃
至
帥
号
〉
に
掲
げ
ら
れ
た
事
由
と
無
関
係
に
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と

解
さ
れ
て
い
時
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
一
九
世
紀
末
期
を
境
に
次
第
に
変
更
さ
れ
て
、
的
号
に
よ
る
強
制
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
、
例
号
乃
至
例
号
の
諸
事
由
に
類
似
す
る
事
情
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
強
制
解
散
を
命
ず
る
の
が
正
当
か
つ
衡
平
な
場
合
で
あ
る
こ

と
、
を
要
し
な
い
こ
と
が
確
立
さ
れ
、
現
在
に
お
い
て
は
、
の
号
の
正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
強
制
解
散
は
、
会
社
の
解
散
を
命
ず

る
に
つ
き
裁
判
所
に
広
い
裁
量
権
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
お
v

し
か
し
、
こ
の
の
号
に
も
と
づ
く
裁
判
所
の
裁
量
権
は
、
会
社
の
解
散
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
の
全
で
の
事
情
を
考
意
し
て

行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
む
こ
の
裁
量
権
の
行
使
に
際
し
て
最
も
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
株
主
に

株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
っ
て
会
社
を
任
意
に
解
散
す
る
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
主
総
会

の
特
別
決
議
に
よ
ら
な
く
て
も
、
換
言
す
れ
ば
、
特
別
決
議
を
成
立
せ
し
め
う
る
多
数
株
主
が
解
散
を
望
ん
で
い
な
い
の
に
か
か
わ
ら

ず
、
少
数
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
き
会
社
の
解
散
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
、
特
別
の
事
情
が
裁
判
所
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

北法23(3・60)522
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• 

〔

6
)

要
と
な
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、

特
別
の
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、

根
本
的
に
は
、

各
株
主
が
会
社
の
構
成
員
と
な
っ
た
際
に
会
社

関
係
か
ら
離
脱
す
る
権
利
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
契
約
(
会
社
法
・
定
款
・
附
属
定
款
)
に
よ
る
と
さ
れ
、

。
。
・
判
決
に
お
い
て
、
。
出
即
日
田
卿
は
、
そ
の
契
約
の
性
質
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
株
主
は
、
会
社
事
業
が
特
定

岡
山
巾

ωロ
σ日
宮
ロ
図
。
丹
市
-

か
つ
特
定
の
方
法
で
選
任
さ
れ
た
者
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
一
定
の
額
の
投
資
を
し
て
い
る
0

・:

:
・
彼
ら
は
、
会
社
事
業
を
消
滅
せ
し
め
る
方
法
を
も
っ
て
い
る
。
も
し
任
意
解
散
に
必
要
な
多
数
が
会
社
の
継
続
を
望
ま
な
い
場
合
に
は
、

特
別
決
議
で
い
つ
で
も
会
社
の
解
散
を
な
し
う
る
。
更
に
、
七
九
条
(
一
八
六
二
年
法
〉
に
規
定
さ
れ
て
い
る
支
払
不
能
あ
る
い
は
事
業

を
運
営
す
る
こ
と
を
不
可
能
と
す
る
事
実
が
あ
る
場
合
に
も
、
会
社
の
解
散
を
求
め
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
数
の
意
思
お

よ
び
七
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
実
の
発
生
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
契
約
は
、
会
社
が
運
営
を
継
続
し
て
い
け
る
限

り
、
株
主
は
会
社
事
業
の
運
営
の
た
め
に
一
定
額
の
投
資
を
継
続
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
。

こ
の
判
決
で
述
べ
ら
れ
た
原
則
は
、
そ
の
後
の
判
例
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
、
見
込
ち
が
い
の
会
社
に
投
資
し
た
と
考
え
、

会
社
に
欠
損
を
生
じ
な
い
う
ち
に
、
す
な
わ
ち
、
残
余
財
産
の
分
配
が
い
く
ら
か
で
も
で
き
る
う
ち
に
投
下
資
本
を
回
収
す
る
意
図
、
で

の
目
的
に
限
定
さ
れ
、

申
立
を
し
て
も
解
散
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
当
然
と
さ
れ
、

ま
た
、
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
こ
と
が
多
数
の
者
の
意
思
で

同

あ
っ
た
と
し
て
も
、
特
別
決
議
に
よ
る
な
ら
ば
別
と
し
て
、
解
散
を
正
当
化
す
る
事
由
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
の
特
別
の

事
情
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

株主の解散判決請求権

(
1
)

な
お
、
一
八
六
二
年
会
社
法
に
先
だ
っ
て
、
一
八
四
八
年
の
』
S
E
E
R
r
の
o
g宮
ミ
4
3ロ島ロ
m
l
毛
〉
2

に
正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
強

制
解
散
の
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
た
〈

N
E
E
F
のO
B

宮
ミ

p
a
a自
F
民間》・
ω
白〉。

(
2
〉
。
0
4〈
O
H
・0
司・

2
7
g
出
担
当

-
r
m
2・曲仲間)・
5
8
・
冨
邑
耳
目
。
O

B
窓口可
F
S
F
匂・印田町ロ・

ω-a・同
M

曲
江
口
市
窃
宮
司
〉
♀

suo-凶
2
・
8

(同〉・

t， 
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説

現
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
株
式
会
社
が
、
国
家
の
認
許
に
も
と
づ
く
法
人
か
ら
の
発
展
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
構
成
員
相
互
間
の
合
意
に
基
礎
を
置
く

法
人
格
な
き
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
よ
り
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
治
革
か
ら
組
合
的
法
理
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
。
司
君

R

S
民ω
ミ
・
「
阿
川
君
・

ω
仲間
6
・
5
コ
l-ω
吋N

な
お
、
星
川
・
英
国
会
社
法
序
説
二
三
一

O
頁
以
下
、
酒
巻
「
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
理
論
と
立
法
動
向
刊
」

氏
商
五
八
巻
一
号
七
頁
。

(
3
)

こ
の
こ
と
を
最
初
に
表
明
し
た
の
は
、
初
。
〉
岡
江
口
三
宮
ユ

ω件
。
ω
E
o
F
2
5
5。
(
U
D
-
-
Z
H
V
R
Z
ω
3
n
r
g
g
-
C
E
U
)
}
宮
R
-
h
V
0・
コ
o

に
お
け
る
戸
司
丘
の

D
2
8
E
B
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
見
解
は
、
そ
の
後
、

J
y
a宮
口
町
8
3
ω
E
-
0
3
と
呼
ば
れ
て
引
用
さ
れ
て
い
た
。

〈

4
〉
回
R
E
q
-
-司
・
円
伊
丹
よ
同
y
合
士

{UEユ
自
主
】
H
F・-司
-
n
x
-
司・

8
白
山
富
n
Z
R
m
s
-
8・
号

--N吋
忌
邑

-
F
-
m
2・
ω仲間】
-
M∞
N・
な
お
、

J
』

5
舟
B
m
2
2
2
2
-
o還
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
判
例
に
つ
い
て
は
、

M
E
-
B
F【
UOB窓
口
可
同
V
5
8門目。
DU--v・
8
n
即日
E
3・

F
E
-
ロ
・
(
巴
参
照
。

(
5
)
冨
G
r
a
s
-
8・
2
7
M吋
忍
邑

-
F
-
M
N
2・
ω仲間
y
M
g
・

(
6
)
切

5
E
9
0官・

2
7
司
・
お
士
宮
e
r
g
o
P
8・
口
広
・
・
町
宮
a
-
H
E
岡
山

2
・
ω仲間恒
-
M
E
I
N
8
・

も
っ
と
も
、
一
九
四
八
年
会
社
法
一
三

O
条
は
、
株
主
の
権
利
が
任
意
解
散
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
任
意
解
散
の
決
議

が
な
さ
れ
、
或
い
は
、
任
意
清
算
の
手
続
が
進
行
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
強
制
解
散
を
求
め
る
株
主
の
権
利
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
、
こ
と
を

規
定
し
、
多
数
株
主
が
任
意
解
散
を
望
ん
で
い
て
、
強
制
解
散
に
反
対
で
あ
る
こ
と
が
、
強
制
解
散
の
申
立
を
否
定
す
る
絶
対
的
な
理
由
と
な
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

E
-
B
a
.凹

(Uog窓
口
可
戸

ωdF
司
・
三
印
・

(

7

)

(

↓∞勾〉

HfHN-Nnr-
〉
冨
y
吋
ω〕
Jω
仲間】司・吋品川
i
一三
ω
・

(
8
)
例
え
ば
、
問
。
ピ
ロ
$
曲
目

ω
E
Z
H
M
m
Eロ
r
n
0・
(
一
∞
ヰ
)
印
。
F・
O-
呂
田
に
お
い
て
、
会
社
の
運
営
に
必
要
な
資
本
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
な
さ

れ
た
解
散
の
申
立
に
対
し
て
、

v
g
g
「
判
事
は
、
ま
ず
、
「
裁
判
所
は
、
非
常
に
例
外
的
な
場
合
で
な
け
れ
ば
、
す
で
に
業
務
の
執
行
が
開
始
さ

れ
て
い
る
会
社
の
内
部
的
事
項
に
干
渉
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
こ
の
種
の
申
立
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ

(Eι
・
ω仲間
y
E
3、

「
忠
法
府
は
、
単
な
る
多
数
が
す
で
に
開
業
し
て
い
る
企
業
の
継
続
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
解
散
を
認
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
企
業
に

投
資
し
た
者
は
、
彼
ら
が
他
の
株
主
の
単
な
る
多
数
の
な
す
が
ま
ま
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
解
散
を
望
む
者
は
、
四

分
の
三
の
多
数
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
(
守
正
・
主
唱
・
呂
田
〉
、
申
立
を
棄
却
し
、
ま
た
、
割
合
に
最
近
の
判
例
で
あ
る
列
。
〉
ロ
E
D
i

n
g
F
S旨
こ

J
aロ円。

(vo--(-
∞
ω∞
)
一
と
こ
w
-
H
N
-
g
に
お
い
て
、

F
3
0
2
判
事
は
、
「
多
数
が
投
下
資
本
の
回
収
を
望
ん
で
い
る
と
の
単
な

論

北法23(3・62)524



る
事
実
は
、
彼
ら
の
資
本
を
回
収
せ
し
め
る
た
め
に
会
社
が
解
散
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
正
当
か
つ
衡
平
な
も
の
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上
の

事
実
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

C
E仏
・

白

仲

間

y
S
N
)
。

解
散
を
命
ず
る
の
が
正
当
か
つ
衡
平
と
な
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
と
し
て
、
大
体
三
つ
の
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

会
社
の
目
的
達
成
不
能

付ま
ず
、
会
社
が
す
で
に
そ
の
設
立
の
時
に
お
い
て
ま
た
は
設
立
後
、
そ
の
設
立
さ
れ
た
主
要
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
不
能
と
な
り
、

或
い
は
、
そ
の
目
的
が
違
法
な
も
の
で
目
的
を
遂
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
が
、
多
数
株
主
が
会
社
の
継
続
を
望
ん
で
い
る

の
に
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
が
会
社
を
消
滅
せ
し
め
る
た
め
に
干
渉
し
う
る
例
外
的
場
合
と
し
て
、
最
初
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

或
る
特
許
権
を
買
入
れ
て
製
造
事
業
を
始
め
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
会
社
を
設
立
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
特
許
権
の
買
入
れ
が
不
能

と
な
っ
た
場
合
、
或
る
金
鉱
を
買
入
れ
て
鉱
山
業
を
始
め
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
会
社
を
設
立
し
た
と
こ
ろ
、
金
鉱
を
買
入
れ
る

見
込
が
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
解
散
を
命
ず
る
の
が
正
当
か
つ
衡
平
と
な
る
の
は
、
株
主
は
彼
の
な
し
た
投
資
が

特
定
の
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
会
社
の
構
成
員
と
な
っ
た
者
で
あ
る
か
ら
、
会
社
の
目
的
を
も
は
や
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
多
数
株
主
が
少
数
株
主
に
更
に
投
機
を
継
続
せ
よ
と
主
張
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

(斗

く
、
申
立
株
主
の
投
下
資
本
が
費
消
さ
れ
る
前
に
会
社
を
解
散
し
て
そ
の
回
収
を
は
か
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
に
あ
る
。

株主の解散判決請求権

主
要
目
的
が
何
で
あ
る
か
は
、
基
本
定
款
(
自
巾

HSEESM)
の
目
的
条
項
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
、
基
本
定
款
の
目
的
条
項

に
従
属
的
に
他
の
事
業
を
な
し
う
る
よ
う
な
一
般
的
な
文
句
が
用
い
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
主
要
な
目
的
の
遂
行
が
不
能
に
な
っ
た
限
り
、

そ
の
他
の
事
業
だ
け
を
経
営
し
て
も
無
駄
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
多
数
株
主
が
強
制
解
散
に
反
対
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
解
散
を
命

ず
る
こ
と
が
正
当
か
つ
衡
平
で
あ
る
と
認
定
し
て
か
ま
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
「
ま
た
、
目
論
見
書

Q
H
O唱
常
吉
田
〉
や
会
社
名
か
ら
基

北法23(3・63)525



鋭

本
定
款
記
載
の
目
的
条
項
を
判
断
し
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

会
社
の
主
要
目
的
の
達
成
が
不
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
会
社
の
基
礎
公
与
え

E
Z
g〉
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
目
的
の
達
成

が
不
能
と
な
っ
た
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
重
要
な
要
件
と
な
っ
て
い
お
「
そ
こ
で
、
会
社
が
自
ら
そ
の
主
要
目
的
の
遂
行
を

論

放
棄
し
、
或
い
は
放
棄
し
て
他
の
事
業
目
的
に
変
更
し
た
場
合
に
は
、
会
社
の
目
的
の
達
成
が
不
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
所

有
船
に
よ
る
海
上
運
送
業
を
主
要
目
的
と
し
た
会
社
が
、
そ
の
所
有
船
を
売
却
し
、
そ
の
後
は
投
資
会
社
と
し
て
営
業
を
継
続
し
て
い
た

場
合
、
機
械
製
造
業
を
主
要
目
的
と
し
た
会
社
が
、
営
業
手
段
と
し
て
い
た
機
械
を
売
却
し
、
そ
の
後
は
従
属
会
社
か
ら
機
械
を
買
入
れ

て
営
業
を
継
続
し
て
い
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。
会
社
が
主
要
目
的
の
遂
行
を
放
棄
し
て
他
の
事
業
目
的
に
変
更
し
た
場
合
に
は
、
代
表
訴

訟
を
提
起
す
る
な
り
、
会
社
の
能
力
外
の
行
為
ハ
ロ
F
2
4
F
B凹

R
C
の
差
止
を
求
め
る
な
り
し
て
、
救
済
を
は
か
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
し
、
放
棄
が
一
年
以
上
に
わ
た
る
場
合
に
は
、
二
二
二
条
例
号
の
営
業
の
不
開
始
ま
た
は
停
止
を
理
由
と
し
て
解
散
の
申
立
を
な
し
う

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
会
社
の
基
礎
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
主
要
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
完

全
に
不
能
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
代
表
的
場
合
と
し
て
、
会
社
が
事
業
を
運
営
す
る
に
必
要
な
資
金
を
欠
く
た
め
に

に
解
散
を
命
ず
る
正
当
か
つ
衡
平
な
理
由
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
む

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
る
見
込
が
な
い
場
合
に
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
判
例
で
い
く
つ
か
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
会
社
は
そ
も
そ
も
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
則
と
し
て
、
営
利
性
の
あ
る
会
社
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
の
な
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
、
少
な
く
と
も
会
社
の
資
本
が
使
い
尽
く
さ
れ
て
い
な
い

限
り
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
る
見
込
が
な
い
と
い
う
事
実
は
、
解
散
を
命
ず
る
正
当
か
つ
衡
平
な
理
由
と
な
る
も
の
で
は
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
る
見
込
が
な
い
こ
と
の
み
を
理
由
と
す
る
の
で
は
な
く
、
会
社
が
将
来
利

益
を
あ
げ
る
見
込
が
な
い
の
に
、
取
締
役
が
報
酬
を
得
る
た
め
に
会
社
を
存
続
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
場
合
に
は
、

北法23(3・64)526
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周

を

解
散
を
認
め
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。

同

(
1
)
会
社
が
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
解
散
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
最
初
に
明
言
し
た
の
は
、
前
述
の
如
何

ωロ
ゲ
記
官
ロ

出
D
E
A
U
G
-
判
決
に
お
け
る

F
G丘
の
ω昨
日
(
(
-
∞
町
吋
〉

M
の
r・
kF3・
ω仲間者
-
a
o
i吋
印
一
)
で
あ
る
。

(

2

)

問
。
。
均
一
目
ωロ
ロ
え
ぬ
の
O
同町書

(UG--(-
∞∞
N
)
N
G

の
r-u・
5
∞
(
の
・
〉
・
)
・

(
3
〉

m
o
Z
2
8
c
c
z
ζ
5
5向
。
Gよ
(
一
∞
∞
N
)
N
Q
の
F
・
O
・
-
印
-
(
の
・
〉
・
〉
・

〈
4
〉
列
。
国
型
自
の
o
E
ζ
E口
問
。
0・
右
掲
釦
仲
間
》
・

5
h干
・
湾
円

ω目
。
2
吋向。

vaa-

(
5
)
問
。
同
a
M
g
n
r
c
-冨
・
の
0・w
(

一8
3
2
F・
吋
・
吋
∞
印

u
m
o
d司
主
任
曲
目
。
s
-
{
U
G
-
-
C
U
O印)印

ω・岡山

(
Z・
ω・巧・
)ω
白
山
・
も
っ
と
も
、
基

本
定
款
に
会
社
の
目
的
と
し
て
い
く
つ
か
を
並
行
し
て
挙
げ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
不
能
と
な
っ
て
も
他
の
事
業
を
十
分
に
遂
行
で
き
る
場
合

に
は
、
会
社
の
目
的
の
達
成
が
不
能
と
な
っ
た
と
い
え
な
い
〈
切
R
E
q・
8
・口広
J
弘
司
・
品
目
白
)
。

(
6
〉
問
。
叶
え
仏
Ew
河口
r
r
R
の
0・・〔一∞品目〕

N
〉
---MW・剛山
-
g
ω
u
如
何
肘
-02
ユn
h
w
〉
自
自
己
ロ
X
5ロ
ω可口《同
F
E
Z
-
(
一∞回一

)ω
印
ω・』・∞一∞・

ハ
7
)

そ
こ
で
、
学
説
で
は
、
会
社
の
目
的
達
成
不
能
に
換
え
て
、
会
社
の
基
礎
が
な
く
な
っ
た
場
合
を
、
解
散
を
命
ず
る
の
が
正
当
か
つ
衡
平
と
な
る
場

合
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
∞
R
E
q・
0
σ
2
f
司
・
合
間

U
H
J
L
S
2・ω
の
0
5司
自
可

F
E
F
司
・
ロ
回
二
MGd〈
2
・
0℃
・
門
戸
・
司
・

2
u
u

(
リ

r
E
-
2君。ユ
F
。司・

2
同・・同
yω
印∞・

(
8
)

の
ω
=
)
E
F
〈・
7
向

3
Z
ω
r
F若
宮
間

(UD--
〔
-u当〕

ω・
。
・
玄
白
・
こ
の
判
決
に
お
い
て
、

H
b
L
ζ
S
Q凶
作
同
町
は
、
「
裁
判
所
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
の
会
社
の
基
礎
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
た
と
え
長
い
期
間
で
あ
ろ
う
と
、
単
な
る
事
業
活
動
の
停
止
の
事
実
に
よ
っ
て
は
立
証

さ
れ
な
い
。
最
近
の
大
多
数
の
判
例
は
、
会
社
の
基
礎
が
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
会
社
の
設
立
目
的
内
の
営
業
が
少
な
く
と
も
実
際
の
意

味
で
不
能
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
一
致
し
て
要
求
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
〈
仔
広
・
弘
司
・
品
目
白
)
。

(
9
)

問
。
百
件
目
。
ロ
わ
D
J
C
E巴
一
〉
口
開
-
m
-
合
印
(
の
・
〉
・
)
-
F
b邑
の
H
2ロ
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
会
社
の
基
礎
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

取
締
役
会
あ
る
い
は
株
主
の
意
思
の
変
更
に
よ
っ
て
、
会
社
の
基
礎
が
存
在
し
た
り
消
滅
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
(
仔
広
・
弘

司・ム…山田〉。

(
叩
)
宮
門
事
2
8
p
c司
-nF仲
J
q
z
a
-
r
H
N
2・
a
宅
-
M
S
I
N
S
・

唯
一
の
例
外
と
し
て
、
問
。
。
5
毛ロ

F
ロ
F
〈呂田
Q
)

主

(
U
F
U・
町
公
は
、
銀
行
業
を
主
要
目
的
と
し
た
会
社
が
、
経
営
不
振
と
な
っ
た
の
で
土

株主の解散判決請求権
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':~i .:' . ι諦 '"三説

地
の
投
機
に
変
更
し
て
営
業
を
継
続
し
て
い
た
場
合
に
つ
い
て
、
解
散
の
申
立
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
に
対
し
て
は
、
会
社
の
基
礎
が

完
全
に
な
く
な
っ
て
い
な
い
の
に
会
社
の
目
的
放
棄
の
意
思
を
推
定
し
て
解
散
を
認
め
た
不
当
な
も
の
で
あ
る
、
と
批
判
さ
れ
て
い
る

2
P吾
何
回

o
p

H

『い仏・

ω
同司・
N

∞∞)。

(
け
)
刷
向
。
∞
ユ
ao--HSロ件

ω件。
nr
回
目

Mrw(
石田
O
)

品
与
の
r
-
U・吋口
ωUHVFRゆく一・

ω件。耳
mw
同ゲ

(
-
U
0
4
)

田
明
・
∞
ミ
一

u
m角川口広
B
Gロ
ι
明
E
L
の
0
・・(-∞吋問。

一ω(
U
V
-

。-AD
O
・

(ロ
)
M
N
O
F
E号
E
出
。
丹
乙
円
U
0
・
前
掲

U岡
山
。
伏
広
告
ロ

hwno--
右
掲
註
〈
9
)
U
M
N。
F
Q
E
2
2
則
自

-
F
E
Z
-
2
呂
田
〕
〈
・
「
岡
山
-Nω
印

U
H同
命

肘
己

H
8
2ロ
ピ
向
。
〉
B
E
E
P
B
ω
日
正
予
〔
一
∞
目
。
〕
p
・

m-
∞
何
A
-

例
え
ば
、
円
、
。
与
の
a
B
m
(岡山。

ωロ
σ日
宮
ロ
出
DZ-
。。
J
C
8
3
刊
の
F
・〉

3
・

凶仲間者

-
a
?日
一
〉
は
、
「
裁
判
所
は
、
そ
の
権
限
を
商
的
な
投
機
と
し
て
の
会
社
が
成
功
し
て
い
る
か
そ
れ
と
も
不
成
功
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
手

段
と
じ
て
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
。
会
社
は
成
功
す
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
不
成
功
に
終
る
か
も
知
れ
な
い
。
会
社
が
営
利
性
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
宣
言
す
る
こ
と
は
裁
判
所
の
な
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
会
社
に
営
業
を
継
続
す
る
た
め
の
資
本
が
あ
る
限
り
、
解
散
は
認
め
ら
れ
な

い
と
し
て
い
る
。

(刊日〉

Z
G
r
a
s
p
a
-
2
7
N吋
冨
a
-
F
-
m
2・岱仲間》
-
N
8
・
な
お
、
過
去
に
お
い
て
会
社
が
利
益
を
得
て
い
な
か
っ
た
事
実
か
ら
た
だ
ち
に
将
来

に
お
い
て
も
利
益
を
得
る
見
込
が
な
い
と
准
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
(
宮
G
Z吋
S
F
F三・)。

。
会
社
運
営
の
行
き
詰
り

つ
ぎ
に
、
会
社
内
部
の
意
見
の
対
立
に
よ
り
、
会
社
の
運
営
が
行
き
詰
っ
た
一
場
合
が
、
裁
判
所
の
解
散
を
命
じ
う
る
理
由
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
会
社
の
規
模
、
内
部
構
成
を
考
慮
す
る
傾
向
に
あ
り
、
株
主
総
会
を
構
成
す
る
者

と
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
者
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
比
較
的
大
規
模
の
会
社
、
す
な
わ
ち
、
通
例
、
公
募
会
社
(
宮

E
R
g
s
-

宮
ロ
可
)
に
お
い
て
は
、
解
散
を
命
ず
る
正
当
か
つ
衡
平
な
理
由
と
な
る
行
き
詰
り
宇
g
b
o
n
w
)
が
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
会
社
内

部
の
株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
の
意
見
の
対
立
に
よ
り
会
社
の
業
務
の
執
行
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
、
に
重
大
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
株
式
会
社
は
多
数
決
原
則
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
単
な
る
意
見
の
対
立
は
、
株
主
総
会
の
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'I! 

決
議
に
よ
る
新
し
い
取
締
役
の
選
任
、
附
属
定
款
に
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
仮
取
締
役
宮
内
庄
I
F
H
F
O
E
-
&
5
2
2
)
の
選
任
、

方
法
に
よ
っ
て
、
打
開
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
の

そ
こ
で
、
公
募
会
社
に
お
い
て
、
行
き
詰
り
を
理
由
と
し
て
解
散
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
通
例
、
株
主
が
分
裂
し
て
総
会
を
開
催
で
き

な
い
た
め
に
、
或
い
は
、
株
主
が
会
社
の
業
務
に
無
関
心
で
総
会
の
定
足
数
を
充
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
会
社
内
部
の
意
見
の

対
立
を
株
主
総
会
の
多
数
決
に
よ
っ
て
解
決
し
え
ず
、
そ
の
結
果
、
会
社
の
業
務
の
執
行
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
及
び
、

取
締
役
の
意
見
が
等
し
く
対
立
し
、
株
主
も
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
議
決
権
数
を
有
す
る
派
閥
に
分
裂
し
て
い
る
た
め
に
、
意
見
の
対
立
を
取

締
役
会
或
い
は
株
主
総
会
の
多
数
決
に
よ
っ
て
解
決
し
え
ず
、
そ
の
結
果
、
会
社
の
業
務
の
執
行
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で

あ
る
。他
方
、
裁
判
所
に
行
き
詰
り
を
理
由
と
す
る
強
制
解
散
の
申
立
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
、
少
数
の
株
主
か
ら
な
る
同
族
的
会

社
、
す
な
わ
ち
、
小
規
模
な
私
会
社

Q
H
Z同
窓

口

O
B宮
口
ち
の
場
合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
行
き

詰
り
が
会
社
の
業
務
の
執
行
を
継
続
す
る
こ
と
を
不
可
能
と
す
る
程
に
重
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的

判
例
と
し
て
、
河
巾
ペ
g
E
V
吋

o
Z
2
0
判
決
は
、
会
社
の
唯
一
の
株
主
で
も
あ
る
二
人
の
取
締
役
の
聞
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
て
い
る

様主の解散判決請求権(斗

こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
解
散
の
申
立
を
し
た
事
案
に
つ
き
、
裁
判
所
の
多
数
意
見
は
、
そ
の
会
社
が
取
締
役
聞
に
対
立
が

生
じ
た
以
前
よ
り
も
利
益
を
あ
げ
て
い
る
事
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
会
社
の
衣
を
着
た
実
質
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
u
r
v

プ
と
異
な

ら
な
い
会
社
に
お
い
て
は
、
会
社
を
構
成
し
て
い
る
株
主
相
互
間
に
人
間
的
信
頼
関
係
が
存
在
し
、
こ
の
信
頼
関
係
が
破
綻
し
た
場
合
に

は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
同
じ
よ
う
に
解
散
を
認
め
る
べ
き
理
由
と
な
る
と
し
て
、
解
散
を
命
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
¥
小
規
模
な
私
会
社
に
お
い
て
、
行
き
詰
り
を
理
由
と
す
る
強
制
解
散
が
容
易
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
会
社
の
存
続

が
な
に
よ
り
も
株
主
相
互
間
の
信
頼
関
係
に
も
と
づ
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
更
に
、
こ
の
よ
う
な
会
社
に
お
い
て
は
、
株
式

北法23(3・67)529



論ー鋭

の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
株
主
の
投
下
資
本
の
回
収
の
方
法
と
し
て
解
散
を
認
め
る
必
要
性
が
高
い
こ
と
、
も
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
会
社
に
あ
っ
て
は
、
株
主
相
互
間
の
信
頼
関
係
が
破
綻
し
そ
の
信
頼
関
係
の
回
復
の
見
込
が
な
け
れ
ば
、
会

社
内
部
の
意
見
が
等
し
く
分
裂
し
て
お
ら
ず
、
多
数
決
に
よ
っ
て
解
決
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
解
散
を
命
ず
る
妨
げ
と

は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
け
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
が
実
際
に
は
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
多

数
派
の
者
が
多
数
決
に
よ
っ
て
少
数
派
の
者
の
意
思
を
無
視
し
、
株
主
相
互
間
の
信
頼
を
破
壊
す
る
よ
う
な
専
断
的
な
会
社
支
配
を
な
す

こ
と
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

〈
1
)

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
業
務
執
行
機
関
と
し
て
の
取
締
役
及
び
取
締
役
会
に
つ
い
て
は
、
山
口
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
取
締
役
制
度
の
系
譜
」
甲
南

法
学
二
巻
三
号
二
九
九
頁
以
下
、
小
町
谷
・
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
概
説
二
二
事
貝
以
下
参
照
。

(
2
〉
切
己
n
E
3・
8
・
a
f
司
・
お
mu
広告白
H
2
8
P
8・
口
広
よ
吋
冨
邑
-
H
E
M
N
2・
ω仲間
y
N
8
・

(
3
〉

ω同
g
g
m昨
0
2
d
、・

ωヨ
旦
ロ
聞
き
B
ぶ

ρ
S
5
2・
z
p
w
(
一∞
O町
〉
∞
明
・
お
ご
河
内
吋
C
H
g
z
m，
s
g
n
o
の
0
・・〔一回
ωO〕
ω
U
F
-
H
p
g
N
・

ハ
4
〉
問
ω
司
ロ
ロ
ぽ

a・〉
--Uロ
8
・
FE--
〔一∞
o
m
〕印一

ω・
』
・
ミ
N

・

(
5
)
F
F
冨
B
Gロ回同
g
J
F仲
《
戸
(
呂
田
一
〉
一
N
F
-
M
N・〈
Z
・
ω・
4
司・〉

F--∞
ω
(附
属
定
款
の
変
更
に
よ
っ
て
〉
。

(
6
)
解
散
を
認
め
た
例
と
し
て
、

mov--吉岡
p
q
J内
g仲
間
同
旬
、
。
0

・
・
〔
一
∞
∞
吋
〕
者
-
Z・
印
∞
が
あ
る
。

(
7
〉
私
会
社
は
、
そ
の
附
属
定
款
を
以
て
、

ω株
式
の
譲
渡
を
制
限
し
、

ω株
主
の
数
を
五

O
人
以
下
に
制
限
し
、

ω株
式
ま
た
は
社
債
の
公
募
を
禁
止

す
る
会
社
、
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
九
四
八
年
会
社
法
二
八
条
)
。
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
私
会
社
制
度
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
星
川
・
英
国
会
社

法
序
説
二
九
一
頁
以
下
、
酒
巻
「
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
理
論
と
立
法
動
向
け
」
民
商
五
八
巻
一
号
六
頁
以
下
参
照
。

(
8
)

〔-u-
田〕
N
門

UF・
品
以
(
の
-
K
F
・)・

(
9
)
H
E
P
-
弘
司
-
A
2
1
お
N

・

(
叩
)
切
己
円
r
F
M
J
D唱
-
n
F
f
司・品目白

UHMHLEa.目。
o
g窓口可

FωdF
唱・吋
ω∞
ニ
u
r
R
-
a君。ュ
r
a
D唱
-nH同
J
匂・

ω印∞・

(
け
)
窓
口
℃
7
2
8
p
o司
・
口
広
よ
吋
冨
邑
-
H
E
M
N
2・
a
司
-NU吋・

(
ロ
〉
沼
G
E
n
s
-
F
E・
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伺

詐
欺
的
行
為
、
不
当
な
会
社
経
営

取
締
役
そ
の
他
の
会
社
支
配
者
に
詐
欺
的
な
行
為
が
あ
っ
た
り
、
不
当
な
会
社
経
営
が
あ
っ
た
場
合
も
、
裁
判
所
の
解
散
を
命
ず
る
理

由
と
な
っ
て
い
る
代
表
的
場
合
で
あ
る
。
取
締
役
或
い
は
多
数
株
主
が
、
会
社
の
財
産
を
不
当
に
流
札
口
山
、
或
い
は
、
会
社
財
産
と
個
人

財
産
を
混
同
し
会
社
の
財
産
を
自
己
の
も
の
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
場
一
旬
、
少
数
派
の
株
式
を
安
価
で
買
取
る
意
図
を
以
て
、
利
益
配

当
、
株
主
総
会
の
招
集
、
会
計
報
告
な
ど
を
怠
た
る
行
対
会
社
と
の
取
引
か
ら
利
益
を
引
出
す
行
相
会
社
の
支
配
権
を
確
保
す
る
た

め
に
少
数
派
に
不
利
な
条
件
で
新
株
を
発
行
す
る
一
札
制
な
ど
、
取
締
役
が
そ
の
与
え
ら
れ
た
権
限
を
少
数
株
主
を
抑
圧

(。同漏出

142氏
。
ロ
)

し
て
自
ら
の
個
人
的
利
益
を
は
か
る
目
的
で
行
使
し
、
忠
実
義
務
に
違
反
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

多
数
株
主
・
取
締
役
が
、
少
数
株
主
の
意
思
を
無
視
し
て
、
多
数
決
に
よ
っ
て
、
取
締
役
の
解
任
、
配
当
の
宣
言
、
会
社
の
解
散
な
ど

に
つ
い
て
賛
成
も
し
く
は
反
対
の
決
議
・
決
定
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
或
る
取
締
役
を
解
任
す
べ
き
か
、
会

同

社
を
解
散
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
多
数
決
原
則
に
従
う
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
り
一
部
の
株
主
が
不
利
益
を
受
け
た
と

し
て
も
、
裁
判
所
の
干
渉
す
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
場
合
の
救
済
は
、
自
ら
が
、
株
式
を
譲
渡
し
て
会
社
関
係
か
ら
離
脱
し
投
下
資

本
の
回
収
を
は
か
れ
ば
よ
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
は
、
株
式
の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
て
い
て
、
解
散
以
外
に
は
投
下

資
本
を
回
収
す
る
有
効
な
方
法
を
持
た
な
い
小
規
模
な
私
会
社
の
場
合
に
お
い
て
は
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
多
数
株
主
、
取

締
役
の
な
し
た
決
議
・
決
定
が
、
多
数
決
原
則
に
従
っ
た
適
法
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
、
他
の
少
数
株
主
の
利
益
を
完
全
に
排
斥

し
、
会
社
を
設
立
し
た
時
に
株
主
相
互
間
に
存
在
し
た
信
頼
関
係
を
裏
切
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
解
散
を
命
ず
る
正
当
か
つ
衡
平
な

理
由
と
な
っ
て
い
る
。

株主の解散判決請求権

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
、
詐
欺
的
行
為
、

不
当
な
会
社
経
営
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
常
に
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
理
由
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
例
え
ば
、
取
締
役
或
い
は
多
数
株
主
が
不
当
に
会
社
財
産
を
流
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
会
社
は
そ
の
損
失
を
填
補
す
る
た
め

‘ 北法23(3・69)531



説

に
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
取
締
役
が
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
行
為
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
株
主
は
代
表
訴
訟
を
提
起
す
る

な
り
、
そ
の
行
為
の
差
止
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
取
締
役
を
解
任
す
る
方
法
も
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

論

し
て
、
他
の
救
済
方
法
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
詐
欺
的
行
為
、
不
当
な
会
社
経
営
を
是
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
解
散

を
命
ず
る
正
当
か
つ
衡
平
な
理
由
と
な
る
と
さ
れ
て
い
れ
r
か
よ
う
な
場
合
と
は
、
背
信
行
為
を
し
て
い
る
取
締
役
な
ど
が
多
数
の
株
式

を
所
有
し
て
ま
た
は
多
数
株
主
を
背
景
と
し
て
会
社
を
支
配
し
て
い
る
た
め
に
、
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
か
、
解
任
の

決
議
を
得
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
て
、
背
信
行
為
が
将
来
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

な
お
、
会
社
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、
発
起
人
に
詐
欺
的
な
行
為
が
あ
っ
た
り
、
目
論
見
書
に
詐
欺
的
な
記
載
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て

も
、
そ
の
詐
欺
的
行
為
・
詐
欺
的
記
載
が
、
発
起
人
が
株
主
に
返
還
す
べ
き
金
銭
を
自
分
た
ち
の
手
許
に
留
め
て
お
き
た
い
た
め
に
な
さ
れ

て
い
る
場
合
、
或
い
は
、
会
社
を
支
配
し
て
い
る
多
数
株
主
が
そ
の
詐
欺
的
行
為
・
詐
欺
的
記
載
に
関
係
し
て
い
て
、
解
散
を
命
ず
る
こ

と
が
不
当
な
利
得
の
回
復
を
容
易
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
と
か
、
詐
欺
的
に
設
立
さ
れ
た
会
社
の
営
業
を
や
め
さ
せ
る
唯
一
の
方

法
で
あ
る
と
い
う
場
合
に
、
裁
判
所
は
会
社
の
強
制
解
散
を
命
ず
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
会
社
が
、

一
般
の
株
主
を
欺
く
目
的
で
設
立

さ
れ
、
法
定
の
払
込
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
泡
沫
会
社

ず
る
正
当
か
つ
衡
平
な
理
由
が
あ
る
場
合
と
さ
れ
て
い
る
。

(
Z
F
F
S
S宮
ミ
)

で
あ
る
場
合
に
も
、
解
散
を
命

(
1
)
同
凶
作
切

-
2
5丹

F、F
E
r
n
Z江
口
問
〉
町

n
g
p
《

U
G
-
-

〔一∞

-m〕
ω
N
、H
J
H
E

河
-

M
印
u
u
問。

zod匂
智
正
問
。

2
2
g
F
E邑
q-
〔
一
∞
一
吋
〕
一
戸

-
m
-
mプ

p
t司
2
E
E
Hロ〈
E
B
g
Z
E
P
-
-自
由
〕
〈
・
円
、
.
岡
山
・
一

-
T
F
ζ
2
0
-
-
o
b
F
F
ピ仏
J

〔
一
出
合
〕

ω
り
・
戸
-
M
N
-
m
M
m
-

(
2〉
、
H
，y
o
g司
ω
O
ロ
ぐ

-uq&ω-0・〔
-
U
N
印〕

ω・
。
・

ω
一一-

(
3
)
岡、
c
n
r
4・』

o
g
∞-
R
E
Sチ
〔

-uE〕
〉
・
。
・
吋
∞

T
F
E
〈

-
E
F
C
U
E〕
ω・
。
・

8
・

(

4

)

岡山。

ω件
同
曲
者
可
『

qιEng-FE--
〔
石
品
N
〕
〈

-
F・阿川・
M
M
N
・
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(
5
)
M
U
4司
自

-
F
G
o
g
俸
の
0

・w
(

呂田
c
g
d〈
-
Z・
(
Z・
ω・巧・
)ω
印
士
宮
関
口
正
官

H
U
S
E
Sロ件
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例
え
ば
、
右
掲
註
(
3〉の

F
q
n
r
d〉
出

Z
n昨耳
oqp
ド
包
に
お
い
て

HIGH仏

ω宮
司
は
、
「
正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
解
散
が
適
用
さ
れ
る

た
め
に
は
、
会
社
の
運
営
、
業
務
の
執
行
に
お
い
て
背
信
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
:
:
:
更
に
、
背
信
は
、
会
社
の
営
業
・
業
務
に
つ
い
て
な
さ
れ
た

決
議
に
つ
い
て
の
或
い
は
い
わ
ゆ
る
会
社
の
内
部
的
政
策
に
つ
い
て
の
不
満
、
以
外
か
ら
生
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
こ
の
点
を
明
確
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述
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二
二
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二
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一

O
条

株主の解散判決請求権

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
株
主
の
申
立
に
も
と
づ
く
正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
会
社
の
強
制
解
散
は
、
制
定
法
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
た
、
少
数
株
主
保
護
を
目
的
と
す
る
重
要
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
解
散
の
申
立
は
、
株

主
の
投
下
資
本
を
回
収
す
る
方
法
と
し
て
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
申
立
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
多
数
株
主
の
意
思
に

よ
る
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
ら
な
く
て
も
会
社
の
解
散
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

特
別
の
事
情
と
し
て
、
判
例
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

ω
会
社
の
基
礎
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
会
社
の
主
要
目
的
が
不
能
と
な
っ
た
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場
合
、

ω
会
社
内
部
の
意
見
の
対
立
に
よ
り
、
会
社
の
運
営
が
行
き
詰
っ
た
場
合
、

ω
取
締
役
そ
の
他
の
会
社
支
配
者
に
会
社
財
産

論

の
不
当
な
流
用
や
、
少
数
株
主
を
抑
圧
し
て
自
ら
の
個
人
的
利
益
を
は
か
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、
会

社
が
そ
の
主
た
る
目
的
の
遂
行
を
放
棄
し
、
或
い
は
他
の
事
業
目
的
に
変
更
し
た
に
す
、
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
主
要
目
的
の
達
成
が
不
能
と

な
っ
た
場
合
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
行
き
詰
り
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
会
社
の
業
務
の
執
行
を
継
続
す
る
こ
と
を
不
可
能
と
す
る
程
に
重
大

な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
意
見
の
対
立
が
株
主
総
会
の
多
数
決
に
よ
っ
て
解
決
し
え
な
い
場
合
、
に
は
じ
め
て
解
散
が
認
め
ら
れ
る

と
し
、
ま
た
、
取
締
役
な
ど
の
詐
欺
的
行
為
、
不
正
な
会
社
経
営
の
場
合
に
、
取
締
役
・
多
数
株
主
が
多
数
決
に
よ
っ
て
少
数
派
の
意
思

を
無
視
し
て
会
社
の
営
業
・
業
務
に
関
す
る
事
項
を
決
議
・
決
定
し
た
だ
け
で
は
問
題
と
な
ら
ず
、
ま
た
、
取
締
役
の
解
任
な
ど
他
の
救

済
方
法
に
よ
っ
て
詐
欺
的
行
為
、
不
当
な
会
社
経
営
を
是
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
解
散
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ど
、
裁

判
所
は
、
正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
強
制
解
散
の
制
度
が
最
後
の
救
済
方
法
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
会
社
が
、
小
規
模
な
私
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
株
主
相
互
間
の
信
頼
関
係
を
重
視
し
、
ま
た
、
株

式
の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
投
下
資
本
の
回
収
の
方
法
と
し
て
の
会
社
の
解
散
の
必
要
性
を
考
憲
し
、
弾
力
的
な
適
用
を

し
て
い
た
が
、
裁
判
所
が
申
立
人
に
他
の
救
済
方
法
が
な
い
場
合
に
初
め
て
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
た

こ
と
は
、
正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
強
制
解
散
の
制
度
が
、
少
数
株
主
保
護
の
一
方
法
と
し
て
実
際
的
に
機
能
す
る
こ
と
を
妨
げ
る

大
き
な
弱
点
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
現
行
一
九
四
八
年
会
社
法
の
成
立
に
先
立
っ
て
改
正
を
検
討
し
た
会
社
法
改
正
委
員
会

〈コ

i
エ
ン
委
員
会
)
は
、
強
制
解
散
の
申
立
人
が
利
用
し
う
る
他
の
救
済
方
法
が
あ
る
場
合
に
も
、
裁
判
所
は
解
散
を
命
じ
う
る
よ
う

に
す
べ
き
旨
を
勧
告
し
、
こ
の
勧
告
は
、
あ
る
程
度
修
正
さ
れ
た
形
で
、

一
九
四
八
年
会
社
法
二
二
五
条
二
項
に
実
現
さ
れ
て
い
る
。

二
五
条
二
項
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
株
主
が
、
会
社
を
解
散
す
る
の
が
正
当
か
つ
衡
平
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
解
散
の
申
立
を
な
し
た
と
き
に
は
、
裁
判
所
は
、
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(b) (a) 

申
立
人
は
会
社
の
解
散
に
よ
る
以
外
に
他
の
方
法
に
よ
っ
て
も
救
済
を
受
け
得
、

か
っ
、

他
の
救
済
方
法
が
な
け
れ
ば
会
社
の
解
散
は
正
当
か
つ
衡
平
で
あ
ろ
う
と
認
め
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

更
に
、
他
の
救
済
方
法
が
申
立
人
に
有
益
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
れ
を
追
及
せ
ず
に
会
社
の
解
散
を
求
め
ん
と
す
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ

る
と
認
め
る
場
合
で
な
い
摂
り
、
解
散
命
令
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

こ
の
よ
う
に
、
会
社
法
二
二
五
条
二
項
の
新
設
に
よ
り
、
申
立
人
に
他
の
救
済
方
法
が
あ
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
強
制
解
散
を
認
め
る

に
際
し
て
障
害
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
従
来
の
判
例
の
立
場
は
変
更
を
受
け
、
ま
た
、
小
規
模
な
私
会
社
の
場

合
に
つ
い
て
の
従
来
の
判
例
の
弾
力
的
な
立
場
が
制
定
法
を
以
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
会
社
が
能
力
外
の
行
為
を
し
て
い

て
、
差
止
請
求
が
実
効
性
を
も
た
な
い
場
合
、
会
社
内
部
の
意
見
が
等
し
く
分
裂
し
て
お
ら
ず
多
数
決
に
よ
っ
て
解
決
す
る
可
能
性
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
解
決
が
少
数
派
の
犠
牲
に
お
い
て
の
み
な
し
う
る
場
合
、
詐
欺
的
行
為
・
不
正
な
会
社
経
営
を
し
て
い
る
者
が
多
数
株
式

を
所
有
し
て
い
て
、
他
の
救
済
方
法
が
実
効
性
を
も
ち
え
な
い
場
合
、
な
ど
に
も
裁
判
所
は
解
散
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

と
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
二
二
五
条
二
項
の
新
設
は
、
正
当
か
つ
衡
平
を
理
由
と
す
る
強
制
解
散
の
制
度
が
少
数
株
主
保
護
の
方
法
と
し
て

論

実
際
的
に
機
能
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
こ
の
強
制
解
散
の
制
度
が
申
立
人
に
と
っ
て
自
殺
行
為
と
な

り
、
必
ず
し
も
少
数
株
主
の
保
護
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
【
札
。
す
な
わ
ち
、
会
社
を
解
散
し
た
場
合
、
会
社
財

産
の
清
算
価
格
は
少
な
い
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、
そ
の
財
産
を
買
取
り
う
る
唯
一
の
者
が
、
少
数
株
主
を
抑
圧
し
少
数
株
主
を
し
て
救
済

を
求
め
る
に
到
ら
し
め
た
当
の
多
数
株
主
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
札
口
山
。
こ
の
点
か
ら
、
前
述
の
会
社
法
改
正
委
員
会
は
、
ま
土
]

「
会
社
の
解
散
が
そ
の
少
数
株
主
を
公
正
に
保
護
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
解
散
を
命
ず
る
代
り
に
、

裁
判
所
の
定
め
る
価
格
で
多
数
株
主
が
少
数
株
主
の
株
式
を
買
取
る
べ
き
命
令
を
含
む
、
裁
判
所
が
公
正
と
認
め
る
そ
の
他
の
命
令
を
な

円

sv

す
権
限
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
旨
を
勧
告
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
勧
告
は
、
多
少
の
修
正
を
受
け
て
、
ま
ず
、

一
九
四
七
年

す会
る社
も法
の九
で条
あに
るZ採
。用

さ
れ

つ
い
で
、
現
行
一
九
四
八
年
会
社
法
二
一

O
条
に
実
現
さ
れ
て
い
る
。
一
二

O
条
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定

会
社
の
業
務
が
一
部
の
株
主
(
申
立
人
を
含
む
)
に
対
し
抑
圧
的
な
方
法
で
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
株
主
、

ま
た
は
、
本
法
第
一
六
九
条
第
三
時
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
商
務
省
は
、
裁
判
所
に
対
し
、
申
立
に
よ
り
、
本
条
に
よ
る
命
令
を
求
め

「
第
一
項

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
項

前
項
の
申
立
に
対
し
、
裁
判
所
が
、

会
社
の
業
務
が
前
項
に
定
め
る
ご
と
く
執
行
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
、

(b) (a) 

会
社
を
解
散
す
る
こ
と
が
そ
の
一
部
の
株
主
を
不
公
正
に
害
す
る
が
、
そ
の
他
の
点
で
は
会
社
の
解
散
が
正
当
か
つ
衡
一
平
で
あ

る
と
い
う
理
由
に
よ
り
解
散
を
命
ず
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
事
実
が
存
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、

裁
判
所
は
、
主
張
さ
れ
た
事
態
を
終
結
さ
せ
る
た
め
、
将
来
に
お
け
る
会
社
の
業
務
の
執
行
を
規
制
す
る
こ
と
で
あ
る
と
、
会
社
の
あ

北法23(3・74)536
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ミ

• 

る
株
主
の
有
す
る
株
式
の
そ
の
会
社
の
他
の
株
主
ま
た
は
そ
の
会
社
に
よ
る
買
取
、
お
よ
び
会
社
に
よ
る
買
取
の
場
合
に
お
い
て
は
そ
れ

に
応
ず
る
資
本
の
減
少
で
あ
る
と
、
そ
の
他
の
方
法
で
あ
る
と
を
間
わ
ず
、
裁
判
所
の
適
当
と
認
め
る
命
令
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
」

こ
の
一
二

O
条
に
よ
る
救
済
を
得
ょ
う
と
す
る
申
立
人
は
、
第
一
に
、
会
社
の
業
務
が
一
部
の
株
主
に
対
し
抑
圧
的
な
方
法
で
執
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
会
社
を
解
散
す
る
こ
と
が
そ
の
一
部
の
株
主
を
不
公
正
に
害
す
る
が
、
そ
の
他
の
点
で
は
会
社
の
解
散
が
正

当
か
つ
衡
平
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
り
解
散
を
命
ず
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
事
実
が
存
す
る
こ
と
、
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
の
、
抑
圧
的
な
方
法
に
よ
る
業
務
の
執
行
の
具
体
的
事
態
と
し
て
は
Y

株
主
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
通
常
は
支
配
株
主
で
あ
る
取
締

役
が
附
属
定
款
の
株
式
譲
渡
制
限
の
定
め
に
よ
り
部
外
者
に
対
す
る
株
式
の
譲
渡
を
拒
否
し
、
そ
の
結
果
、
遺
言
執
行
者
が
取
締
役
ま
た

は
取
締
役
の
認
め
る
者
に
対
し
て
不
正
に
安
価
で
株
式
を
売
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
場
合
、
取
締
役
が
会
社
の
利
益
の
過
大
な
部

分
を
報
酬
と
し
て
受
領
し
、
株
主
に
全
く
配
当
を
し
な
い
か
、
殆
ん
ど
配
当
を
し
な
い
場
合
、
普
通
株
の
株
主
を
益
す
る
た
め
に
、
少
数

株
主
の
有
す
る
非
累
積
的
優
先
株
に
対
す
る
配
当
が
数
年
に
わ
っ
て
不
当
に
行
な
わ
れ
な
い
場
合
、
取
締
役
が
自
己
ま
た
は
多
数
株
主
に

有
利
な
条
件
で
新
株
を
発
行
す
る
場
合
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
会
社
の
株
主
が
等
し
い
株
式
数
を
有
す
る
ー
二
派
に
分
裂
し
た
こ
と

同

象に
とよ
はり
な生
らじ
なた
い行
とき
さ詰
れり
ての
い場
る貢合
0"-vこ
tま

一
部
の
株
主
に
対
し
抑
圧
を
加
え
て
い
る
場
合
で
は
な
い
の
で
、
二
一

O
条
に
よ
る
救
済
の
対

株主の解散判決請求権

二
一

O
条
に
よ
る
救
済
を
認
め
た
事
例
と
し
て
は
、
株
式
買
取
命
令
を
認
め
た

ω
g
E与
の
?
。
宮
E
己
認
巧

}Mors-叩
ωon佐
々
ピ
チ

〈
・
冨

3
2
事
件
、
お
よ
び
、
業
務
執
行
規
制
命
令
を
認
め
た
見
巾

-
Z・
国
民
自
己

F
E・
事
件
が
あ
る
が
、
裁
判
所
の
な
し
う
る
命
令

は
、
二
一

O
条
二
項
の
例
示
す
る
も
の
の
ほ
か
、
裁
判
所
が
適
当
と
認
め
る
命
令
と
し
て
、
基
本
定
款
ま
た
は
附
属
定
款
の
変
更
を
命
ず

お
よ
び
会
社
を
一
時
的
に
経
営
す
る
仮
取
締
役
の
選
任
を
命
ず
る
こ
之
、
利

益
の
配
当
や
新
株
の
発
行
を
命
じ
た
り
禁
止
し
た
り
す
る
こ
と
、
な
ど
も
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
列
。

る
こ
と
合
二

O
条
三
項
参
照
)
、
取
締
役
の
選
任
・
解
任
、
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説

一
九
四
八
年
会
社
法
の
改
正
に
つ
い
て
勧
告
を
行
な
っ
た
会
社
法
委
員
会
(
ジ
エ
ン
キ
ン
ス
委
員
会
〉
は
、
二
一

O
条
に
よ
る

救
済
が
、
更
に
少
数
株
主
に
効
果
的
な
保
護
を
与
え
う
る
た
め
に
、
同
条
の
改
正
を
勧
告
し
た
常
一
九
六
七
年
の
改
正
法
に
実
現
さ
れ

る
に
到
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
、
二
一

O
条
に
よ
る
救
済
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
少
数
株
主
保
護
の
た
め
の
最
も
重
要
な
制

度
と
な
っ
て
お
刊
「
ま
た
、
実
際
的
な
機
能
と
し
て
、
会
社
の
支
配
権
を
有
し
て
い
る
取
締
役
・
多
数
株
主
の
横
暴
な
行
動
を
慎
ま
せ
る

武
器
と
な
り
う
る
の
で
、
特
に
、
小
規
模
な
会
社
に
お
い
て
有
用
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、

論

(
1
〉
の
C
Z
H・
a
-
n
Xよ
司
・
呂
田
町

F
-
5
2
.
m
〈

U
0
5
3
a
C
F
3・
2
-
-
x
o
u
F
n
E冊子

8
・
a
f
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N
N
U
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思
才
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『
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g
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回
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2
0ロ《
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ミ

C
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〉
g
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g
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宮
S
・
g-
な
お
、
ガ
ウ
ワ
i
は
、
残
余
財
産
分
配
請
求
権
が
制
限
さ
れ
て
い
る

優
先
株
主
の
場
合
を
例
示
し
て
い
る
(
呂
田
回
3
・
「
岡
山
2
・白神
M
M

・
-ω
∞由)。

(
3〉

H
E
P
-
官
包
ω
-
m
o
-
-印
N

・

(
4
)

こ
の
規
定
に
関
し
て
は
、
北
沢
「
少
数
派
株
主
保
護
の
一
方
法

l
lイ
ギ
リ
ス
会
社
法
二
一

O
条
に
つ
い
て
|
|
」
小
町
谷
先
生
記
念
・
商
法
学
論

集
五
五
頁
以
下
に
す
で
に
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。

(
5
)
強
制
解
散
の
申
立
の
場
合
と
異
な
り
、
申
立
株
主
の
資
格
に
別
段
の
制
限
が
置
か
れ
て
い
な
い
。

(
6
〉
一
六
九
条
コ
一
項
は
、
一
九
六
七
年
会
社
法
三
五
条
二
項
に
置
き
代
え
ら
れ
て
い
る
。

(
7
〉
の
G
毛
F

D
司
-
n
F
f
司・

8
0
・
な
お
、
問
。
吉
岡
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。
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2
3
0
0
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E
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ω
N
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〔一回目∞〕

ω
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8
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市
〉
〔
一
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印
匂
〕
-
者
-
F
-
m
-
m
M
・
2
8
U〕
ω
〉
-
E
-
m
-
呂田・

(
日
〉
こ
れ
ら
二
つ
の
事
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
北
沢
・
右
掲
六
一
一
一
!
六
八
頁
参
照
。

(
ロ
)
句
と

g
a〆
(UOB宮口司

F
g
F
司・印
}N
・
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、 1

， 

， 

a酔

株主の解散判決請求権同

(
日
)
会
社
法
委
員
会
は
、
二
一

O
条
に
よ
る
救
済
の
要
件
に
関
し
て
、
第
一
に
、
二
一

O
条
二
項

ω号
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
こ
と

(maoユ
弘
子
。

。
司
自
習
ロ
可
亡
者

n
C
H
H
5
5
2
・刷出
H
B
-
M
O
-
-
N
O
M
(
岱
)
〉
、
第
二
に
、
会
社
の
業
務
が
抑
圧
的
な
方
法
で
執
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
持
続

的
な
一
連
の
執
行
と
と
も
に
個
別
的
な
行
為
も
含
む
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
こ
と
(
宮
S
F
N
O
M
-
N
C
ナ

N
一N
Q
〉
)
、
第
一
一
一
に
、
二
一

O
条
は
、
会
社

の
業
務
が
抑
圧
的
な
方
法
で
執
行
さ
れ
て
い
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
一
部
の
株
主
の
利
益
を
不
公
正
に
害
す
る
守
口

E
H
q
司
3
邑

5}
ぎ

F
o

g
g
B
a
v
)

方
法
で
執
行
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
適
用
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
こ
と
(
官
E
ω
-
M
O
M
I
N
E
-
M
一
日
(
円
〉
)
、
二
一

O
条
の
救
済
の
種

類
に
関
し
て
、
第
四
に
、
裁
判
所
が
適
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
の
命
ず
る
条
件
で
第
三
者
に
対
し
会
社
の
名
に
お
い
て
訴
を
提
起
す
る
こ
と

を
許
す
明
示
の
権
限
を
裁
判
所
に
与
え
る
べ
き
こ
と

(
3
5
m
-
M
O
m
-
N
O
ア
N
-
N
(
伶
〉
)
、
な
ど
を
勧
告
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
な
お
、
北
沢

・
右
掲
七
八
l
八
一
頁
。

(
同
)
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
少
数
株
主
保
護
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
制
度
と
し
て
、
判
例
法
上
の
株
主
の
代
表
訴
訟
合
同
胃

2
兄
島
2
R
Z
S〉
が
あ

る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
株
主
の
代
表
訴
訟
は
、
会
社
の
能
力
外
の
行
為
、
少
数
株
主
に
対
す
る
詐
欺
な
ど
の
限
ら
れ
た
場
合
に
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る

に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
こ
れ
が
実
際
に
な
さ
れ
る
こ
と
は
比
較
的
稀
で
、
少
数
株
主
保
護
の
機
能
を
十
分
に
果
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

3
2
F
8
-

a
f
g
出
ω
耳
目
、

.
m
2・
弘
司
・

5
∞印)。

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
一
一
一

O
条
の
規
定
は
、
少
数
株
主
保
護
の
目
的
を
達
す
る
方
法
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る。
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